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株式会社 ぶんか社
 


【栗谷あずみ短編集①】

オネエＢＡのうる恋タッチアップ





栗谷あずみ・著

春瀬なつた・イラスト

ひのもとめぐる・イラスト

スミコ・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








ＣＯＮＴＥＮＴＳ







  オネエＢＡのうる恋タッチアップ

  エリート同期の溺愛プレゼン

  イケメン若旦那は甘くとろける愛撫がお得意
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　百貨店『天あま城ぎ屋や』七階、リビング用品売り場。

　贈答用の洋食器をお求めのお客様の接客を終え、在庫管理のためにバックヤードに向かおうとした私を、平ひら井いマネージャーが呼び止めた。

「吉よし田ださん。ちょっと！」

　なんだろう、と思う。渋い顔をしているが、私にはまるで心当たりがない。

　平井マネージャーは私を従業員用の階段まで連れ出すと、いきなり怒鳴りつけた。

「どうなってんだ！　裏の商品棚、片づけとけって言っただろ？　今日メーカーから大量に商品が届くからって。言ったよな？　俺」

　威圧的にすごまれ、体がすくむ。

　確かに昨日、その指示を受けたが、店舗にクレームが入り、松まつ木きさんという後輩社員から、対応を代わってほしい、棚は代わりに片づけておきますから、と頼まれたのだ。

　クレーム対応は閉店時間まで食い込み、時間に追われながら締めの作業を行ったので、松木さんがきちんと棚を片づけてくれたかどうか、確認していなかった。

　私に非がないわけではないし、平井マネージャーは不機嫌になると、部下の意見に聞く耳を持たない。それに若くてかわいい松木さんは平井マネージャーの「お気に」なので、指摘すればなおさら気分を害しかねなかった。

「すみません。今すぐ、片づけます……」

「もういい、朝、松木さんにお願いしてやってもらったから。でも、責任持ってやってもらわないと困るんだよなあ。入社何年目だ？　おまえ」

「申し訳ありません……」

「プライベートもだらしなくしてるから、三十すぎて嫁のもらい手もないんだろう。松木さんとか契約さん見習って、もう少し女らしくしろよ」

「……はい」

　私はおとなしくお叱りを受ける。

　仕事の領分を越えて人格攻撃までされるのはつらかったが、怒っている男性に逆らうのは勇気がいる。私が地味女で目の保養にならないのは事実だったし、我慢さえしていれば、そのうち終わることだ。

　我慢には、慣れた。上司のヒイキに、情実人事、社内不倫、女性の多い職場ならではの陰口、同調圧力……。あこがれだった百貨店勤務の実態を知って、失望もしたけれど、まあ、現実はこんなものかもしれない。

「女の幸せを捨てて仕事に生きる気なら、もう少しがんばって……、ん？」

　ネチネチとしつこくイヤミを繰り出していた平井マネージャーの視線が、階段の方へ泳ぐ。

　ぽん、ぽん、と弾むようにして、女性もののポーチが階段の上を転がり落ちてきた。

「ああーっ。待ってー、アタシのポーチ！」

　追いかける声に、思わず平井マネージャーと顔を見合わせてしまう。

　声が、低い。ハスキーな女性というレベルではなく、どう考えても、成人男性の声だ。

　声に続いて踊り場から現れたのは、長身で、いわゆる爬虫類系の顔立ちで、短髪の──やはり、男性なのだった。

　細身のスーツをまとった彼は、私と平井マネージャーが見上げる中、まるでレッドカーペットの上を歩く女優のように、優雅に階段を降りてくる。

（男の人、……よね？）

　社員だけではなく、警備員や掃除のおばさんなど、色々な人がいるのが百貨店のバックヤード、とはいえ、こんな人までいるとは。　彼は男性の格好をしていながら、言葉遣いも身のこなしも、まるでオネエタレントのようにフェミニンだ。

　思わず見入ってしまっていた私は、ハッと我に返ると、ポーチを拾い、階段をのぼってその人に手渡した。薄い唇が、アリガト、と動く。男性なのに眉やアイラインを描いていることに一瞬違和感を覚えたけれど、彼にはよく似合っていた。
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　その人は、戸惑っている私から、階段の下にいる平井マネージャーに視線を流す。

「お取り込み中、失礼しました。あの、リビングのマネージャーさんですよね？　熱心なご指導、頭が下がりますけど、実は、休憩室のある九階まで、声、つつ抜け。女のコの歳の話なんて、ハラスメント防止研修をやっている人事の耳に入ったら、まずいんじゃありません？」

「セクハラなんて、そんな、心外……」

「そうそう。男の我々には思いもよらないことが、女のコの気持ちを傷つけてしまうようだから。気をつけないといけませんね。百貨店は、お客様も、販売員も、女性が多いですし」

「それは、あー、そうかもしれないが」

　平井マネージャーはタジタジた。こんな上司の姿は初めて見る。元々、相手の性別や立場を見てコロコロ態度を変える人だが、オネエさん相手だと、どう出ればいいか判断がつかないのだろうか。

　もっとも、どうしていいかわからないのは、私も一緒だったけれど、

（……もしかして、かばってもらってる？）

　ふいに、ピンと直感が働く。

　さりげなく私たちの売り場を口にして、本当に上階でえらい人が話を聞いていたら平井マネージャーが困るように、話を持っていっているような気がした。

　問題は、かばわれる理由が、私には心当たりない、というところなのだけれど……。

「アタシは、一階の『ラ・フェット』の美容部員ＢＡ、椿沢つばきさわ保たもつです。管理職チーフだから、ハラスメント防止研修も参加させられて、テナント社員にまで厳しい！　と思ったけど、さすが歴史のある『天城屋』さん、有望な女性社員の職務妨害なんてしていたら、未来がない……、そういえば、聞こえちゃったんだけど、あなた、上司に頼まれたこと、放り出しちゃったの？」

　再び、椿沢と名乗った彼の視線が私に向く。

　目力に圧倒されて、ごくんと唾つばを飲んだ。

「……あ、えっと」

「ダメでしょ、職務放棄は。頼まれごとほっぽり出して、一体何してたの？　男の社員とイチャイチャしてたとか？」

「そんな……。ほっぽり出したわけではありません。後輩社員にクレーム処理を頼まれて……」

　平井マネージャーが言い訳を嫌うので、弁明するつもりはなかったのだが、さすがに男遊びを疑われて、ハイそうですとは言えなかった。

　女子校出身のせいか、男性と何を話していいのかわからないところがあって、恋愛には縁がないまま、三十三年間、生きてきたのだ。　あまりに身に覚えのない誤解は、困る。

　椿沢さんは私の答えを聞いて、ニンマリと微笑んだ。

「へえ……？　それじゃ、あなた……」

「よ、吉田さん！　俺はこの後、会議だから、店舗の方頼むよ」

「は、はい」

　平井マネージャーは突然、椿沢さんの言葉を遮るように言い捨てると、速足で去って行く。

　展開に驚いていると、頭上から、共犯者めいた声が響いた。　

「残念、逃がしちゃったわね」

「もしかして、助け舟を……？」

「ま、ね。部下の指導にしては聞き苦しい言葉が続くから。感情的な男は大キライ。あなた、悪くないみたいだし、叱られたこと、気にしちゃダメよ。……それにしても、あなた、吉田さん？」

　ふいに、椿沢さんが笑顔を引っ込める。私の顔とネームプレートを交互に見つめるので、思わず視線を泳がせてしまった。

　化粧品売り場の美容部員さんは、百貨店の花形だ。ほとんど話したことなんてない。カウンターも敷居が高くて、化粧品の買い物は近所のドラッグストアで済ませていた。

　美容部員さんは、自分の美にも他人の美にも、厳しいイメージがある。椿沢さんもとてもおしゃれで、全身にスキがなかった。女子力が高い人に見つめられると、最低限のお手入れしかしていない自分が恥ずかしくなる。

　何を言われるか、緊張でドキドキしていると、椿沢さんの唇が動いた。

「なんか、おブス……」

「……ですよねえ」

　ストレートな指摘に、納得こそすれ、傷つきもしない。家と職場の往復で、どうせ見る人もいないしと、自分を飾る楽しみとはずいぶんご無沙汰だった。

　言われた私があっさり受け流したのに、言った椿沢さんの方が、ハッとした顔をする。

「やだ！　アタシったら。ひどいこと言ってごめんなさい」

「いえ。人事に訴えたりしませんし」

「そういうことじゃなくって！　違うの、あなたってば、構わなさすぎ。乾きすぎ。素材は悪くないのに……。ねえ、今日早番？　遅番？」

「早番ですけど」

「よかった！　乾燥肌に最高にキく基礎化粧品のサンプルがあるの。失礼なこと言ったお詫びと言っちゃなんだけど、アタシにタッチアップさせて」

「え……いえ、私は……」

　百貨店の高級コスメなんて、干物女子の私にはもったいない、と辞退しようとしたが、彼は聞く耳持たず、軽いノリで、ぎゅ、ぎゅっと私の両手を握った。

「いいから、いいから！　サンプルだけよ、無理に商品買わせたりしない。うるっうるの肌にしてあげる。任せて！　仕事終わったら従業員出入口で待ってなさい。約束よ、約束！」

　一気にまくしたてると、椿沢さんは階段を軽やかに駆け降りていく。

　私は、男性とは思えないほどしっとりとした手の感触と、強引に結ばれた「約束」の二文字を持て余しながら、その場でぼうぜんとしてしまった。

　


「ごめーん、待った？」

　その日の十九時すぎ。百貨店の従業員出入口で待っていると、声をかけられる。

　顔をあげたが、日中の彼の姿は、そこにはなかった。代わりに、色鮮やかなワンピースを着た、栗色ロングの巻き髪のおねえさんが立っている。なんとフルメイクだ。

「……椿沢さん？」

「あ、長くて呼びづらいでしょ。ツバキでいいわ」

「そのお洋服は……」

「イイでしょ？　四階で買ったのよ」

「どうして……」

「婦人服、好きなの。スーツもいいけど、メイクやアクセで遊べるのは断然こっちよね」

　イエーイ、と手を伸ばされて、私も反射的に手を出してしまう。人に触れられるのがあまり得意ではない私だけど、ツバキさんのボディータッチは学生時代の女友達のそれとまったくノリが同じなので、意外と抵抗なく受け入れてしまった。

「アタシはこれが普通なんだけど、吉田さんはこんなカッコのやつと一緒に歩くの恥ずかしい？」

「いえ。カッコイイと、思います」

　上司の理不尽な叱責から助けてくれた彼を傷つけたくなくて反射的に答えたものの、よくよく考えると、それが自分の本心のようだった。

　男の人が婦人服フロアで婦人服を買うなんて、とても勇気がいりそうだし、職場の男子更衣室で婦人服に着替えて、堂々と従業員出入口から出てくるなんて、周りの人の反応や陰口に怯えていたら、絶対にできないことだ。

　でもツバキさんは堂々としている。

　それが、人の顔色を伺ってばかりいる私には、まぶしい。

　彼は上機嫌に微笑むと、私の腕に自分の腕を絡ませて歩き出した。

「ふふっ、アリガト。じゃ、行きましょ」

「あの、『ラ・フェット』さんのカウンターに行くんじゃないんですか？」

　ツバキさんが足を向けたのは、天城屋の正面玄関とは逆の、繁華街の方向だ。

「吉田さん、お腹すかない？　まずは小腹満たしましょ。お酒はイケる？」

「え、はい……」

「じゃ、飲も！　クソ上司に絡まれた憂うっ鬱ぷん、吹き飛ばそー！」

　一緒に食事をするなど想定外だったが、うっかり彼のペースに巻き込まれてしまう。

　そして、ツバキさんに連れて行かれたのは、それまでの私の行動範囲には、まったくなかった場所だった。

　


（ひゃー！　すごい、言葉にならない……）

　きらびやかな照明にミラーボール。丸い舞台の中をところ狭しと踊り回る、華やかな衣装をまとったダンサーさんたち。

　ツバキさんの行きつけらしいショーパブでは、本格的なダンスショーの他、妖艶なポールダンスや、お笑い芸人のモノマネ、ちょっとエッチな小芝居など、多彩なエンターテインメントがおもちゃ箱のように飛び出してきた。その華麗さにも驚かされたが、美女にしか見えないダンサーさんが、ニューハーフと呼ばれる性別適合手術を受けた元男性と聞いて、ますますびっくりした。

　ジェンダーフリーなショーにドギマギしたり、お腹の底から笑ったりして、なんだか久しぶりに心を動かした気がする。

　ショーが終わると、センターで踊っていたダンサーさんが、私たちのテーブルにやって来て、ツバキさんの肩に手を置いた。

「ツバキ、おひさ。アゴの下黒いわよ」

「ウソおっしゃい。ちゃんと処理してきたわ。えれん、あんたこそ太ったんじゃなーい？」

「わかる？　やばいのよお……」

　ふたりは顔なじみらしい。

　痛烈な皮肉を笑顔で繰り出し合っている。

　学生時代の友人とは就職して以来休みが合わず、気兼ねしない会話に飢えていた私には、ふたりの関係がうらやましく思えた。

　借りてきた猫のように座っている私に、ダンサーのえれんさんは気安く話しかけてくる。

「うちは初めて？　なんて呼んだらいい？」

「あの、和かず音ねです。初めてです」

　初めてだから、パブと名のつく、接客してもらえるお店で、どう振る舞っていいのかわからず、ツバキ、えれん、と親しく呼び合うふたりに合わせるように、つい下の名前を名乗ってしまった。

　えれんさんはスマートな客じゃない私にも、ほわんとした癒やし系スマイルを向けてくれる。

「そう。ようこそ。和音ちゃんは、ツバキの同僚？」

「この手抜きメイクでＢＡは許されないでしょ〜。和音ちゃんは天城屋の社員さん。元気ないから無理やり飲みに誘っちゃった」

「相変わらず強引なやつ。和音ちゃん、最初びっくりしなかった？　百貨店にオネエ言葉の人、他にいないんじゃない？」

「うーん……私は初めてお会いしました」

「そうよねえ。老舗百貨店の格式が〜とか、上役に注意されないの？　ツバキ」

「言わせないだけの数字あげてる」

「まあ、小憎らしい男。大体ねえ、乳もないくせに、そんな胸元あいたワンピ着て、生意気よ。Ｆカップの私までとはいかないにしても、詰め物くらいしたら？」

　えれんさんは、黒いドレスの上から自分の胸を持ち上げ、たゆんたゆんと揺らす。

　私は思わずそのボリューミーな胸元を見つめてしまった。
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「和音ちゃん。うらやましそうな顔。分けてあげようか？」

「できるものなら……！」

「ふふ、冗談よ。和音ちゃんのは私のと違ってホンモノなんだから、好きな男に揉んでもらえば、いくらでもおっきくなるわ」

「そんな相手がいたら、こんな歳まで、このサイズじゃないのでは……！」

「これからよ、これから。可能性は無限大！」

　お酒の力を借りてきわどい会話を楽しみながら、知り合いとはたとえ泥酔してもこんな話はできない、と思う。ニューハーフさんや女装ダンサーさんの存在をごく自然に受け入れているこの場所だから、私も「女だから女らしくしなきゃ」という意識から解放されて、大口を開けて笑えるし、下ネタに近い話にも応じられるのだ。

　思い切り笑うと喉が渇くので、いつの間にか、つい、普段口にしない量のお酒をおかわりしてしまっていた。

　


「……和音ちゃん」

　目を開けると、薄暗い天井が目に入った。　心配そうに、ツバキさんが私を覗き込んでいる。

「おバカ。飲みすぎよ。住所も言えないくらい酔っちゃダメじゃないの。ここ、ショーパブの近くのホテル。もう電車ないわよ」

「……ウソだぁ……」

　冒険のできない小心者の私が、そんなに羽目を外せるわけがない。

「ウソじゃないわよ」

　少しずつ眠りから覚めて、感覚が戻ってきた。ダブルベッドのマットレスの感触、枕元を照らすムーディーな間接照明、ウィッグを外し、洗い髪で白いガウンを着ているツバキさん……。

　一生自分の身に起こるとは思えなかったシチュエーションに、がばっ、と跳ね起きた。

　思わず自分の格好に目を走らせてしまう。

　服は、ちゃんと、着ていた。

　安心して、思わず体の力が抜けそうになる。

「おっと。二度寝の前に化粧落としなさい。約束通り、タッチアップしてあげる。とりあえず、洗顔からよ」

　そう言ってツバキさんは洗面所についてくる。

　まだ完全に眠気が取れず、これくらいでいいや、とおざなりに洗顔を済ませようとすると、プロの厳しいダメ出しが飛んできた。

「だめだめ、和音ちゃん、まだメイク落としが残ってるってば。貸して。服が濡れるから、頭、下げて」

　ツバキさんは、洗面台に立つ私を後ろから両腕で抱え込むようにして、水道から出るお湯を手ですくう。

（すっかり同性と一緒にいるつもりだったけど、少なくとも、この人の体は、男なんだ……）

　私を腕の中に包み込めるほどの体格差と、背中や腕に触れる筋張った筋肉の感触を意識し始めたら、心臓がドキドキしてきた。

（ホテルに男女ふたりきり……。何も起こらないわけがないのでは……。どうしよう……）

「お顔に触れるわよぉ。じっとして」

「ひゃっ……」

　緊張がＭＡＸに高まったところで、しなやかな指が頬に触れる。

（うううっ……意識してしまったせいか……変な声出た……）

　ツバキさんは私の挙動不審を気にかける様子もなく、指の腹や側面を使い、顔についたオイルを洗い流した。ヘアサロンでシャンプーされている時のような気持ちよさに、ぼうっとしてしまいそうになるが、しかしそれどころではない。

（もし、ツバキさんがその気になって誘ってきたら──ううん、いきなりガバッと襲いかかってきたら、どうすれば？　こんなことで処女喪失？　むしろ捨てておくべきなの？　走って逃げるほど、ツバキさんのことがイヤなわけではないけれど……）

　心ここにあらずのままうろたえているうちに、洗顔が終わり、ツバキさんは私の顔に一回だけタオルを押し当てた。

　そのまま寝室に戻される。

「はい、じゃ、横になって楽にしてて」

　ある意味、覚悟を迫られる心地で、私は再びベッドにあおむけに横たわった。まな板の上の鯉というのは、こんな気持ちなのだろうか。おそろしくて目を開けていられず、薄目になる。

「……………………ぶぎゃ」

　冷たい感触が、未知の経験を前にこわばった顔全体に、べしゃりと覆いかぶさった。

「この化粧水の実力がすごいのよ。あと、こっちの……あ、ティッシュパックしてて見えないか。ま、いいや。このまま三分、保湿成分がお肌に浸透するまで待ってね」

（ティッシュパック……これ、ビジュアル、ひどいのでは。色気のかけらもないのでは……）

　私は濡れたティッシュが顔からずれ落ちないように、少しだけアゴを動かして頷いたが、多分これは、見てくれも悪い上、地味に呼吸もしづらい。

　三分後、ツバキさんはティッシュをはがし、肌に乳液と美容液を重ねづけしてくれた。

「明日のお肌が楽しみね。朝、お化粧もしてあげるから。あ、おうちの人がいるなら、外泊の連絡しといた方がいいわよ。じゃ、おやすみ〜」

「……え……」

　タッチアップの間中、いつ彼がオオカミに変わるか気が気でなかった私は、あっさり備えつけのソファに向かうツバキさんに拍子抜けした。

（や、やっぱり、ティッシュパックの臨終顔に、その……萎えた、とか？）

　困惑しつつ、声を出す。

「あ、あの、ツバキさん、私がソファでいいです！　その、私が飲みすぎたせいで、ツバキさんまで帰れなかったんだし」

「ばぁか。アタシは紳士なのよ。こういう時は男にいいカッコさせなさいよね」

　背中を向けたままツバキさんが返事した。　そう言われてしまうと、二の句が継げなくなる。

（ここで、男……を名乗る、のかぁ）

　男性というのは、密室で異性とふたりきりになったらとりあえずその気になるものだと思い込んでいたが、ツバキさんはそうではないようだ。

（言葉通り紳士なのか、私にあまりに魅力がないからか、彼の恋愛対象が男の人なのか……）

　オネエという人たちのことをよく知らないために混乱しつつ、何も起こらなかったことに脱力して、私は朝まで、ベッドで熟睡してしまった。

　


　ツバキさんとは、その日以来なんとなく意気投合して、一緒に従業員食堂でランチしたり、仕事終わりに飲みに行ったり、休日に待ち合わせてホテルのケーキバイキングに行ったり、女友達のように気の置けないお付き合いをしていた。

　社会人になってできた友達というのは久しぶりで、変化に乏しかった毎日に、刺激とハリを与えてくれている。

　今日も、早番であがった私は、接客で少し遅くなるというツバキさんを、オーガニックカフェの二階席で待っていた。

「お待たせ！　和音ちゃん。今日はどうする？」

「私、駅ビルのバーゲンに行きたいです」

「ＯＫ、でも喉乾いたからちょっと待って」

「はい」

　上司や女性の同僚に、自分の意思をあまりはっきり伝えると角が立ちやすいけれど、ツバキさんはそういう空気の読み合いを「キライ！」と一刀両断にする、竹を割ったような性格だ。

　こちらとしても、言葉の裏を読むようなことをしなくてよくて、ポンポンと思い浮かんだことを口にできる。とても楽なのだ。

　ツバキさんは席でコートを脱いでから、一階のカウンターに向かった。

　やがてコーヒーカップ片手に向かいの席に戻ってくると、さっそく気づいてくれる。

「それ、こないだ買ったワンピ？」

「はい。さんざん悩むのに付き合わせてしまったので、最初に着たとこ見てもらいたいなって」

「ふうん」

　ツバキさんはにやにやと笑みを浮かべて、私の頭の先から足元までを見やる。

　ファッションチェックの気配に、緊張しないではなかったけれど、初対面の時のようないたたまれなさは感じなかった。

　あの時よりは、私も肌や爪の手入れをがんばっているし、暴飲暴食や夜更かしなどの生活習慣を改めて、少しやせてもいる。そのうちまたツバキさんと会うんだから、あまりみっともない姿は見せられない、と思うと、自然と気が引きしまるのだ。

　あまり気の抜けた格好をすると、耳が痛いことを言われてしまうが、それも慣れてくるとなんとなく愛のあるダメ出しというか、「ちゃんとすればかわいいんだから」という気持ちが滲にじんだ言葉に聞こえてきてしまう。

　それに、プロのツバキさんのくれる美容情報は、正直、ものすごく役に立つのだった。

　どうしてこんなにはしゃいでしまうんだろう、と思いながら、ツバキさんと会う日は、勤務時間のうちから胸が弾んで、足元がふわふわする。

「──いいじゃない。赤いワンピ、血色よく見えるし、似合う。鮮やかな色、もっと着なさいな。あら？」

　ツバキさんに褒められ、悦に入っていた私は、背後に回り込む彼に、首を傾げた。

「何か？」

「和音ちゃん。首のとこ、タグがついたまま」

「ひぇっ……」

　思わず変な声が出た。

　ワンピースを買ったのは、私にしては背伸びしたブランドで、装飾品のようなタグを外すのももったいない気がして、部屋で試し着する時もそのまま着たのだ。しかしさすがに、朝着る時、外したとばかり思っていた。

「と、取ってもらえますか？　裁縫セットのハサミがあるので」

　ハサミを渡し、髪をポニーテールを結う時のように高く掲げる。ツバキさんはハサミを手にして、私の背後で囁ささやいた。

「ふうん。和音ちゃんの髪、きれいよね。染めたことなさそう。全然痛んでない」

「あ、ありがとうございます……」

　ツバキさんは辛口だけど、いいと思った時はストレートに褒めてくれる。裏表がない人だとわかっているので、遠回しなイヤミなどではなく、本当にそう思ってくれているのだと、安心して聞くことができた。

「それに、うなじが白くって色っぽい」

「褒めてくださっても、何も出ませんよ」

「心配してるのよ。こんな無防備な姿、あっさり人に見せて。和音ちゃんたら、天然小悪魔？」

「そんなつもりは……」

「アタシ以外の男のコに、こんな姿見せたら、襲われちゃうわよ？」

「いつも言ってるじゃないですか。そんな相手、いないです。魅力があるようなら、アタックされてますよ」

「もしかして、あなたがニブくて、アプローチに気づいてないだけなんじゃない？」

　ツバキさんの指が、タグを手繰り寄せるように、首の根っこあたりで動いている。少しくすぐったい。

「まさか。何がいけないんでしょうね？」

「いけなくないわよ、全然」

「恥を忍んで告白しますけど、私、ツバキさんと友達になってから、初めて経験することも多くて……その、夜遊びもそうだし、ご迷惑をかけてしまった出来事ですけど、ラブホテルに、行ったのも……」

　ああ、一体、何をしゃべり出してしまったんだろう。思うけれど今更止まらない。

　かっかと、燃えるように顔が熱くなる。

「そうだったんだ」

「……そう、なんです、実は。いい歳して、お恥ずかしい」

　今たまたまフリーなのではなく、ずっと男性経験と呼べるものがないのだと伝えると、ツバキさんは少し考えるような間を置いた後、ぷつん、と私のワンピースのタグの糸を切った。

「何が恥ずかしいの。そういう相手に今まで出会わなかっただけじゃないの。恥じるようなことじゃないわ。みんなに置いて行かれたくないからって、気乗りしない相手と、なんとなくヤッてしまうより、全然いい」

「……フォローありがとうございます」

「ま、これから色気を身につけたいって言うなら、協力はやぶさかではないけど」

　突然、ツバキさんは後ろから私の耳元に、そっと低い声を注ぎ込むようにする。

「きょ、協力って」

「たとえば今、ここで、ワンピースのファスナーを半分下ろしてみて……」

「冗談、ですよね？」

「さーあ？　誰か、気づくかしら」
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　半分笑い含みながらも、ぞくりとするくらい色っぽいかすれ声に、私の背筋はわずかにしなった。なんだろう。この感覚は。

「あ……の……、その……」

　体中の血が沸騰しそうなのを感じつつ、子供っぽい反応を見せてしまう。

　ツバキさんは、カフェテーブルに外したタグとハサミを置いて、向かいに座った。

　苦笑している。

「新鮮な反応ね〜」

「からかわないでください。こういう冗談だって、嫌いではないけど、やっぱり慣れなくって……」

「ごめん、ごめん。そっか……。ホテルでは、やたら緊張してるなぁ、とは思ったけど。じゃあ、ごめんね。怖かったかな」

「大丈夫です。ツバキさんのことは、信頼してますから」

「……そ、そう？」

　まっすぐ見つめて言うと、どうしてだか、ツバキさんは居心地が悪そうに視線をあちこちに動かした。人には言うくせに、自分は褒められるのに慣れていないのかもしれない。　少し前に、ひとつ年上だと知らされていたが、そんなツバキさんの様子を見て、かわいいと思ってしまった。

　


　オネエさんというのは、自分とはまったく違う人だと思い込んでいたけれど、そんなこともなく、ツバキさんは、誰より一緒にいて楽な人だ。

　体が男性の彼が、女性のおしゃれを極めるのは、私よりはるかに大変なはずなのに、苦にせず前向きに楽しむ姿に、勇気すらもらえる。

「女子会」を重ねるうち、私たちはすっかり親友のようになっていた。──少なくとも私は、そのつもりだった。いつも話し足りずに、夕食の後もカフェやバーに長居してしまう。

　その日は、一緒に見た映画の話で盛り上がって、つい、時計を見るのを忘れていた。

「あー。終電もうないですね。この辺で安いホテル……となるとこないだのところかな」

「……じゃあホテルの前まで送っていくわ」

「ツバキさんは帰れるんですか？　タクシー？」

「いや、どこかに……泊まりはするけれど」

「じゃあ適当に泊まっちゃいましょう。最初の時みたいに、ソファで寝させたりしませんから」

「じゃあ、どうするの」

「どうするって……一緒に寝ればいいのでは？」

　ダブルベッドであれば、ふたり、充分寝られるスペースがある。

「あんたねぇ……曲がりなりにも男女が」

「大丈夫。ツバキさんと私だもの」

　何も起こりませんよ、と言いながら、ツバキさんの腕に腕を絡ませる。

　いつもの親愛表現だ。

　珍しくイエス・ノーをはっきり言わないツバキさんに、ほんのわずか違和感を覚えた時だった。

「あ、ねえ、お姉さんたち、二軒目探してる？　うちどう？　安くするよ」

　金髪すきっ歯のお兄さんに、路上で声をかけられてしまう。多分居酒屋だろうけど、ホストクラブかもしれない。

「あ、あの……私たちは……」

「今日だけだよ、飲み放題ニキュッパ！　ね、決まり！」

　突然違う話で割り込まれて、しどろもどろになっていると、お兄さんは強引にすぐそばのお店に引っ張って行こうとする。

　気が弱い私だけだったら、押し切られてしまっていたかもしれない。

　しかし、お兄さんと私の間に体を割り込ませたツバキさんが、酔っ払いのだみ声に似せた大きな声で断った。

「もうお店で充分飲んだから、結構よ〜！」

　ツバキさんを女性だと思っていたらしいお兄さんは、虚を突かれたような顔で振り返る。

　その彼に、バイバーイと蠱こ惑わく的に手を振って、ツバキさんは私の手を握って、歩き出した。

　少し歩いて、お兄さんが追いかけてこないのを確かめてから、私は謝る。

「……すみません。うまく断れなくって」

「いいのよ。姫を夜遊びに連れ出してるんだから、ちゃんとお守りしないと。口紅つけた騎士ナイトだけどね〜」

　そう言って豪快に笑うツバキさんのことを、ちょっぴり男前だと感じてしまった。

「そうですね。頼りにしてます。誰よりも」

　大真面目に打ち明けると、ツバキさんは照れたのか、目を点にしたあと、ふいっと顔をそらした。

　


「あー。寒かった。…………」

　ラブホテルの一室でコートを脱いだツバキさんは、私のことをじっと見てきた。

　なんだろう。

「唇、荒れてない？　切れちゃいそう」

「あ、うっかりリップなくしちゃって」

　そんなことか、と力が抜ける。

「……塗ってあげましょうか。目、閉じて」

　私は深く考えず、ツバキさんの言葉に従った。

　どうして、アイメイクでもないのに目を閉じるのか、そもそも今からシャワーを浴びるのにリップなんて、とか、後で考えればふしぎなことはいくらでもあったのだけれど。

　カサッ、と紙がこすれるような音がして、柔らかい感触が、唇に触れる……。

　それはリップスティックを当てられる感触とは明らかに違っていた。

　驚いた私は、反射的に目を開ける。

　至近距離に、ツバキさんの顔があった。

「……直接、触れたわけじゃ、ないから。和音ちゃんがイヤなら、もちろんノーカンだからね？」

　そう言って、ツバキさんは、人差し指と中指で挟んだあぶらとり紙を、目の前で振る。

（キス……された？　ツバキさんに？）

　紙越しとはいえ、感触はしっかり残っていた。

「ツバキさん……？」

　どうしてこんなこと、と尋ねたくて名前を呼ぶと、衝動にかられたように、潰れるほど強く抱きしめてくる。

　ツバキさんの体は、すごく熱かった。

「大切な和音ちゃんのキス。気持ちも聞かず、ごめんなさい……。あんまり『女友達』として信頼してくれてるから……最初はそれでも、嬉しかったけど、もう限界」

「どうして？　私、ツバキさんに嫌われるようなこと、したんですか」

「逆よ。好きな気持ちが抑えられなくなったの。最悪ね。あなたの信頼を、こんな形で裏切って」

「好き……？　それは、友達としてではなく？」

「抱きしめたいっていう、好きよ。その先も、全部……独り占めしたくなるような、好き。誰にも渡したくないし、見たことのないあなたを強引に暴いてしまいたい、そういう……。だから、アタシに──『ツバキ』に対して無防備なあなたのそばに、これ以上いたら、よくないと思って。ちゃんと、伝えなきゃいけないと思ったの」

「そんな。ツバキさんは、オネエ、で……男の人が、好きなのか、と……」

「装いと恋愛対象は、別よ。アタシには、十年以上前から、好きな女性がいる。……和音ちゃん。あなたのことよ」

　驚く私に、ツバキさんは順を追って、説明してくれた。

「母や姉の持つメイク道具やお洋服がまぶしくて、女装を始めたのは高校生の時。ほんとの初歩の初歩、化粧品は何をどこまでそろえたらいいか、どうやって使えばいいか……わからないことがあっても、家族や友達に聞くわけにはいかないし、身近に相談できる人もいなくて……。ネットで同じ悩みを持っている人を探して、えれんと知り合って、人目に留まらないよう、カラオケボックスで情報交換したわ……。トイレで急いで着替えて、初めて女装姿を人に見せた。お互いブサイクすぎて爆笑して、その後、結構落ち込んだ」

「えれんさんとは、その頃からのお付き合いなんですね」

「そう。でも、あのコはずっと性別適合手術をしたがってたし、アタシはそうじゃなかった。アタシは親が産み落としてくれたままのこの体を、女のコと同じもので飾りたかったの。男の体のままじゃ、生まれながらの美女ほど似合わないのは、わかっているけど……」

「……はい」

　ツバキさんにとって、すごく大切な話をしてくれているのがわかったから、私は一言も聞きもらさないよう、全神経を彼に傾けていた。

　オネエの世界には詳しくないけれど、同性愛者の他にも、心と体の性別が生まれながらに違う人もいれば、女装好きの男性もいるようで、彼は最後のパターンなのだという。

　いつも自信満々のツバキさんが、嫌われたらどうしよう、とでもいうように体をぎゅっと縮こまらせて黙るので、大丈夫、と言いたい一心で、彼の背中にそっと触れた。

　ツバキさんは、ハッとしたように顔をあげて、話を続ける。

「……成人してからもこっそり女装を続けてたんだけど、ある日、化粧品アレルギーで顔にブツブツができて、通販でコスメを買うのが、怖くなっちゃって……。ちゃんとしたところで、色々試してから買いたい、と思って百貨店に行ったはいいけど、やっぱり男の自分が、女性ばかりの化粧品売り場のカウンターに行ったら、気持ち悪がられるんじゃないか、迷惑じゃないかって、ためらいも強くて」

「敷居、高いですもんね」

「ええ。……それで総合案内所に行ってみたの。もしかしたら、そこにもキツそうな美人しかいないんじゃないかと怯えながら──当時はね、シャイでヘタレだったもんだから。でも、カウンターの中に【研修中】の札をつけた、まだ学生みたいな新人の女のコを見つけて、このコにだったら聞ける、と思って。尋ねたの。男の自分が、化粧品売り場に行っても、いいものですか、って」

「それ……」

　自信がないまま口に出すと、ツバキさんは少し体を離して、私の目を見た。ようやく気づいたか、と言うように苦笑する。

「そう。あなたよ。吉田和音、ってネームプレートをつけた女のコ。最初は女性への贈り物探しって思ったようだけど、アタシが自分で使おうとしている、とわかっても、あなたは軽蔑的な態度を取らずに、目立たない場所でタッチアップしてもらえるよう、個別にブランドさんと話をつけてくれて」

「そんなこと……」

　接客業として当たり前のことだ、と言おうとしたら、きっぱりした口調で反論された。

「そんなことまでしてくれたのは、あなただけよ。本当に誰にでもフェアな態度を取れる人なんて、なかなかいないわ。現に、総合案内所であなたの横にいた先輩だって、目が笑ってて、あとでみんなに話そう、って顔をしてた。当時のあなたは、先輩ほど完璧な接客用語を使いこなせてはいなかったけど、あなたのおかげで、アタシは百貨店も化粧品売り場も、キライにならずに済んだ。最後、送り出してくれたあなたの笑顔が、ずっと忘れられなかった」

　愛しげに私の頬を辿たどった指が、アゴをそっと掴む。まっすぐな熱っぽい視線が、正面から注がれる。逃げられない。

「ＢＡになったのは、自分と同類のコが少しでも気軽に化粧品を買えるように、っていうのが半分。いつかあなたに再会できたら、お礼が言いたい、っていうのが半分よ。時々『天城屋』さんには来てたけど、部署異動があったのか、見かけなくなって。でもどこかにいるんだろうなって信じて。半年前、今の店舗に異動してきて、偶然、従業員食堂であなたを見つけた……。遠くから見るだけで幸せだったけど、まあ、白状するわ、男の姿で、売り場も覗きに行きました。これじゃストーカーね。ごめん！」

「いえ。私、昔とあまりに変わってて。失望したんじゃないですか？」

「昔みたいな無垢な笑顔は、消えてたわね。クソ上司にどれだけイヤミ言われても、お面みたいな顔で受け流すだけで……それでつい、ひどいことを言っちゃった」

「気にしてませんよ。……別に、何があったわけでもないんです、ただ……」

「わかるわ。日々を回すことに汲々きゅうきゅうとして、疲れて。あたたかい気持ちを交換する人がいなかったら、誰でもそうなるものよ。だからまずは、あなたの友達になりたかった。クソ上司に一泡吹かせてやりたいって気持ちも、膨らみ切っていたし。でも、ダメね、近づきすぎた！　思った以上に仲良くなれちゃって、友達だと安心しきって無防備に笑うあなたに、もう手を出したくってしょうがない！……だから、さっくり引導渡して、諦めさせてちょうだい。そうしてくれたら、今まで通り、変わらず友達でい続けるから。和音ちゃんさえよかったらね。一度だけ、ちゃんと告白するわ。ずっと好きでした。吉田和音さん。アタシに恋を教えてくれて、ありがとう」

　ツバキさんは、未練を断ち切るように首を振り、笑顔を浮かべた。

　私は彼の告白の間、なんて言えばいいのかずっと悩んでいた。ツバキさんを異性として意識したことがなかったから、自分の気持ちがまだ見えづらいところはある。

　けれど。

　十年以上も、好きでいてくれたと、彼は言った。

　つたない新人時代の、力になりたい、という純粋な気持ちが、お客様にちゃんと伝わっていた、という嬉しさと。彼がそれをずっと覚えていてくれて、恋という感情に育ててくれたこと。

　社会人になってから、いろんなことを諦めて、折り合いをつけるふりをしながら、煤けるまでの、長い時間。いいことも、悪いこともあった。彼にもきっと、あっただろう。その中でも変わらず想い続けてくれていた──と思うと、クラクラしそうになる。

「オブラートに包む必要はないわ。イヤならイヤって」

「イヤじゃ……ないです」

「……和音ちゃん？」

「さっきから、ずっと考えてて。ツバキさんが私のこと好きって、思いもしなくって、びっくりしてるところは、確かにあるんですけど。イヤならちゃんとはっきり言わなきゃって、そうじゃないと失礼になるって、わかった上で、でも、ツバキさんは、イヤじゃないです。なかったです。好きって言われるのも……キスも。紙越しで、なければ、もっと……」

「……ああ。もう。本当に？」

　ツバキさんは弱り切った顔で、でも瞳の奥でギラギラと、私のことを欲しい、と伝えてくる。

「本当に……。それに私、ツバキさんといるの、他の誰といるより楽しいから。もっと一緒にいたいって思います。恋人と、してでも……」

　一気に言い終えて、ツバキさんを見ると、彼はぼうっとのぼせたような顔で、こちらを見ていた。

「でも……でも、今晩は、アタシ、やっぱり帰った方が……」

「どうして？　イヤです。今帰られたら、どうしていいか……」

「だって、見て、手が震えてる。うまくいくはずがないって自分に言い聞かせてた恋が叶っちゃって……加減ができないわ。初めてのあなたを、抱き潰してしまう……」

　苦しそうな顔を見て、ほとんど実際を知らない男性の生理現象について、聞きかじりの知識を思い出す。一度性欲のスイッチが入ると、我慢できないくらい、つらいのだと。

（最初にホテルに泊まった夜も、もしかして。余裕のある態度に見えたけど、我慢してくれてたんだろうか……）

　男性として、私を好いてくれているというのなら、同じ部屋で寝て、何もしないというのは、つらかったのではないだろうか。

　あの日は私も酔っていたし、彼に悪い感情はなかったから、襲ってこられたら、拒まなかったかもしれない。けれど彼は、無理やり関係を迫ることなく、一晩中我慢してくれた。今も、一生懸命、衝動を抑えようとしてくれる。

　誰かに特別に思われる嬉しさに、胸が甘く疼うずいた。

「全部、感じさせてください。ツバキさんが、今想ってくれてること、全部……」

「……っ、和音ちゃん……！」

　言い終わると同時、きつく抱かれ、唇に唇が押しつけられる。

　唇の隙間を割って侵入した舌が、私の舌の表面をつたい、絡みつき、深く吸い上げた。

「んっ……」

　ツバキさんの長い舌が、呼吸をする暇もないくらいせわしなく私の口内を探る。

　激しく求めてくるキスに、段々、体が熱くなっていった。安心とは真逆の、ぞくぞくと産毛が逆立つような、不安、そして期待が、肌の上に這いのぼってくる。

（食べられてしまう……）

　究極の草食系だと思って安心していたツバキさんの、隠れた力強さに、ドキドキしてしまう。

　キスは、私のアゴが痺しびれ、感覚をなくすまで、長く続いた。

　唇に、耳に、頬に、甘いキスの雨を降らせながら、ツバキさんはベッドの上で、私の服をていねいに剥はぎ取っていく。柔らかい唇の感触に翻弄されて、ぼうっとしている間に、ブラジャーまで外されていた。

　私が両腕を回して胸を隠すと、ツバキさんは一度ベッドから降りて、自分の服を脱ぎ始める。

　カットソーを脱ぐ動作が豪快で、その下に隠れていた腕や背中に筋肉がついていて、やっぱり、どれだけ気安く一緒にいられる相手でも、同性の友達ではないのだ、と思い知らされる。

　スカートを滑り落として、黒のボクサーパンツだけ残した状態で、ツバキさんは再び、キングサイズのベッドに乗り上げた。

　座っている私のショーツに手をかける。

「全部、脱ご？　和音ちゃん」

　私は羞恥心をこらえて、胸から片手だけ下ろし、その腕で自分の体重を支えながら腰をあげた。すかさずツバキさんが、するりと、わずかな面積の布を私の足から抜き取ってしまう。もう、体を隠してくれるものは何もない。

「あ……あんまり、見ないで……ください」

「和音ちゃん。きれい。抱きしめていい？」

　ツバキさんは感嘆したように溜息をつきながら、私を腕の中におさめた。

　美容部員のツバキさんは、私よりよっぽどきれいな女性を見慣れているはずなのに、本気モードとしか取れない声で囁かれて、心臓がドキドキする。

　自分の裸が、彼の欲望に火をつけていると思うと、下腹部のあたりがじんと熱っぽくなった。

「柔らかいな。アタシの好みど真ん中の、体」

「そう……なんですか……？」

「ええ。和音ちゃんはどんなのが好み？　和音ちゃんも、アタシに触って」

　私の肩を撫で、髪に愛おしげにキスしながら、ツバキさんはそう言って誘う。人の素肌に自分から触れるのは最初ためらいがあったけれど、おそるおそる広い背中に両手を回した。

　よく張った、しなやかな筋肉。骨や筋の感触。皮膚の厚みも、体温の高さも、においも、何もかも、私とは違う。

「どう？」

「好みも何も……初めてなので……あの、硬い、です」

「男だからね。イヤじゃない？　怖くない？」

「大丈夫です。あ、あと、ツバキさん熱い。んっ」

　ツバキさんの頭が私の顔の下に潜り込んで、ちゅ、と首筋を吸い上げた。

「ふふん。すぐに和音ちゃんも熱くしてあげる」

「ツバキさん、すぐ近くでしゃべらないで……」

　あたたかい吐息が皮膚に触れると、くすぐったくて、すぐそばにいる実感が湧いて、ドキドキが増してしまう。

　キスがいくつも胸の膨らみに落とされた後、先端の頂に、唇が吸いつく。

　引っ張られる感覚に、むずむずするような落ち着かなさを覚えた。

「あっ……」

「和音ちゃんったら、感じやすい」

「……ツバキさん……」

「ねえ、試しに、保って呼んでみて」

「え、……っと……あっ、あ……ん」

　ツバキさんの名前を、呼ぶ。男の人の名前を。それすら私にとっては未経験の分野だ。　恋人同士には普通のことなのかもしれないけれど、照れと遠慮が先立つ。

　ツバキさんは私がのろのろしていると、胸元に、オシオキのように、キスマークがつくくらいのきつい口づけをした。

「たもつ……さん……」

　やっとのことでハードルを跳び越えても、簡単にはＯＫを出してくれない。

「さんは取ろう。ね──、和音」

　生まれて初めて異性に名前を呼び捨てされて、ぞくり、と背中がわななく。そこへ乳首を甘噛みされて、高い声が出た。

「あ、……だめ……、た、保」

「なあに？　和音」

「それ、……だめ、変な声、出る」

「感じてるんだ。嬉しいな……和音。いっぱい、声出して」

「んぁ……。聞かれたく、な……」

「どうして？　聞かせて。アタシの愛撫で、気持ちよくなってるって、教えてほしいの」

「……ふぁ……ぁん……」

　保の舌で順番にこねられて、乳首はすっかり腫れてしまった。ふっ、と軽く息を吹きかけられただけで、感じてしまうくらい、敏感だ。こんなふうになるのか、と、自分の体なのに、どこか他人事に感じてしまう。

　羞恥心が極まりすぎて、顔の皮膚がひりひりするほど、熱い。

　胸のとがりの片方をそっと口に含まれるだけでも、むずむずして体の芯が熱くなるばかりなのに、同時にもう片方を指の先でつままれると、きゅん、と甘い熱が足の奥で溶けて、背中が反ってしまった。

「あ！　……っぁ、っだめ」

「蕩とろけた、最高にかわいい顔してる……」

　保は私を愛おしげに見上げながら、愛撫のペースをあげてくる。
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　気持ちよさで自分が自分ではなくなってしまいそうなのに、どこか加虐を楽しんでいるような保の顔を見てしまったら、体を全部差し出すから、好きなようにしてほしい、めちゃくちゃにしてくれたっていい、と思えるのが、ふしぎだった。

　熱をはらんで律せない声も、表情も、みっともなくてけして見せたいものではないけれど、彼に愛された結果、彼にだけ晒さらせる、ここだけの自分だ。

　他人に、そこまで自分を浸食されたっていい、と思えるのが、愛なのかもしれない。

　胸の先をつまみ、引っ張っていた意地悪な指が離れていくと、ほっと一息つけた。しかし指は、今度は太ももを優しくなぞりあげる。

「……っ……」

　触れるか触れないかのタッチで、何度も足を上下に撫でた指先は、やがて両足の奥、茂みに隠された秘所へと潜り込んでいった。

　保はいきなり挿入するのではなく、つぼみを慈しむように優しく触れ、一枚一枚花びらを剥くように、襞ひだを愛撫する。

　ぞわぞわする感覚にお尻が浮きそうになるのを必死にこらえていたが、保の指がある一点を探り当てた時、神経にじかに触れられたような鋭い快感に、びくん、と全身が震えた。

「あは。……和音。ここ、好き？」

「……っ……ツバキさ……保……っ、ダメ」

　目の前が真っ白になるような強い刺激に一瞬我を忘れそうになりながら、私は保の腕に縋りついた。

「そお。ダメなの」

　口では物分かりのいい調子で受けながら、保の指は、ぴん、ぴん、と弦でもはじくように、神経の集まった肉の凝りをつつく。そのたびごとに、私は陸に打ち上げられた魚のように、体を跳ねさせてしまった。

「ああぁっ……！　だめ、っ、そこ、は……」

「そ……？　でも、ほら」

「ひぁんっ」

　するり、と保の指がスリットを軽く撫でる。　その瞬間、体に走った酩酊感に、私は唾液を飲み下すことができずに、口の端にはしたなく滲にじませてしまった。

「こんなに、ここ、濡れてる。ちゃんと気持ちよくできてるのね」

「あ……。や、だ、見せないでっ」

　保の細い指に、とろりとした透明な液体が纏まとっているところを目の前にかざされて、私は目を閉じてしまいたいほどの羞恥心に襲われる。

「どうして？　ちゃんとうるおわせないと、痛い思いをさせてしまうから。……そうよ、最初に約束したものね。うっるうるにしてあげるって」

「それはっ、肌の……、っっああ！　だめっ！　保！」

　信じられない光景が目の前に広がっていた。私の片足を持ち上げ、その下に頭を潜り込ませるようにして、保が至近距離から私の秘所を見ていたのだ。

「やっ──ダメ、そんなとこ、汚い、から……！　見ないで、おねが、ひっ、ダメえぇ……」

　ぬるり、とした感触が、足の間を行き来する。

　あまりのことに心臓が止まりそうだった。

　そんなところを舐められるなんて。考えたこともない。

「やだっ、ん、やめて、保っ」

「これ、気持ちよく、ない？」

「!!　しゃべっちゃ……」

　吐息が粘膜に当たるとひんやりして、そこがひどく濡れていることを思い知らされた。　気持ちいい、悪い、という次元の話ではない。誰にも見せたことのない、自分ですらよく見たことのない体の奥を、あさましい体勢で相手に晒して、こんな恥ずかしいことには、耐えられない、と思う。

「愛している人を味わって、悪い？　アタシしか知らない、和音の大切な、オンナのうるおいよ。感じてくれてる証し。嬉しい……」

「ああっ！　ダメぇ、溶けちゃ……ぁ」

　ぺろぺろと、猫がミルクを舐め取るように、ざらざらとした舌が敏感な肉芽をすくう。　

　何度も何度もそうされるうち、羞恥心ごと、頭の芯が溶けてしまって、何も考えられなくなってしまった。

　すっかり体の力が抜け、小さくあえぎ続けていると、やがて硬い感触がじわじわと中に入ってくるのがわかる。

　保の指が、入口を押し広げるようにした時、ちくん、とした痛みが走ったが、熱と疼きでおかしくなりそうだった秘所の中は、求めていた刺激をようやく得られて、きゅっと締まった。

「痛い？　和音」

「だ、大丈夫です……。続けて」

「痛かったら、すぐ教えてね」

　優しく言って、保はゆっくりと、指を隘あい路ろに出し入れする。濡れているおかげで、すぐにスムーズに動き始めた。くちゅくちゅと、卑猥な音が、足の間から響き出す。

「あっ……はっ、保っ」

　快感の波が押し寄せては引いていく。その感覚は次第に短く、激しくなっていく。つまさきが丸まり、体が小刻みに震えた。ぞくぞくとした、風邪の時の悪寒に似た、でも熱い、ふわふわした気持ちよさが腰を痺れさせる。

「ああ……っ、だ、めっ……！」

　指の出し入れを続けながら、保は別の指で秘核をつついた。見なくてもわかるくらい、ぽってりと腫れた芽を触られると、一瞬意識が飛びそうになるくらいの刺激が走る。

「あっ！　あ、あ、ああっ……」

　ぎゅっと閉じた目の裏で、ぱちぱちと光がまたたく。ひときわ大きな快感の波が下半身から全身を飲み込み、保の指を離すまいとするように私の中が痙けい攣れんした。

　ぐらり、意識が遠のく感じがして、少しして、大きく息を吐く。

　ぼんやりしてしまいながら、すっかり乱れた吐息を整えていると、上から覆いかぶさられるように抱きしめられた。

「和音……。好き……！」

　太ももに当たるものが──いわゆる男性器、なのだろう。子供のそれしか見たことがないが、それとは比べ物にならないくらい、大きくて、火照るような自分の皮膚よりもっと熱い。保は私が自失している間に下着を脱いだようで、それは生の、隠すもののない状態で屹きつ立りつし、彼の欲望の滾たぎりを示していた。

「和音の中に入りたい。一緒に溶け合いたい。和音が……欲しい……」

「……はい」

　苦しげな声に答えて膝を曲げると、保は体を起こして、私の入口に屹立を押し当てる。

　先端を押し込む感触があった後、ぐぐ、と狭い内壁の先に進もうとする過程で、内側から引き裂かれるような痛みを覚えた。

「和音。痛い？」

「少し……あ、でも抜かないで」

　保は理性を失いそうな瞳で、それでも心配そうに私を見下ろしてくる。

　それが嬉しくて、ちゃんと受け入れたいのだと伝えると、保は私の唇に柔らかくキスした後、腰を小刻みに動かす。

「ん……っ、う」

「時間かけて、ゆっくり慣らしましょ。アタシばっかり気持ちいいんじゃ、イヤだもの。……息を吐いて、できるだけ楽にして」

　少し進んだかと思うと、腰を引いて。保の方はじれったいばかりなんじゃないかと思うほどゆっくりと、楔を私の中に埋めていった。

　お互いの吐息と、心臓の音を感じながら、ひとつになる。

「んあっ……！」

「和音……和音……！　大切な女のコ。ずっとあなたが欲しかった。ずっとこうしたかった……！」

　ようやく彼の男性器が奥まで達すると、深く長いキスをされた。

　吐息で苦痛を逃がし続けたせいで乾いた口内を、隅々まで愛撫される。

　かちかちにこわばっていた舌も、彼の舌を絡められると、即座に蕩けた。

　保はつながった体勢のまま、胸や秘核への愛撫を再開する。

　快楽のスイッチが再び押されると、じんじんと痛みを発するばかりだった隘路にも、段々とむずがゆい疼きが走り出した。

「ふぁ……ん！」

　私が快楽に浸されるのを確認してから、保が腰をグラインドさせる。

　痛みと快感の両方が同時に走って、全身がそれに支配されるような錯覚に陥った。

　すがるように、保の背中に手を回す。ひっついている部分が心地よくて、彼とずっと裸でこうしていたい、とすら思う。男性とつきあいたいとさえ思わなかった私からしたら、ものすごい変化だ。

「……和音？」

　ぎゅっ、と力をこめて抱きつくと、保は違和感を覚えたような声を出した。

　制止のお願いではないのだと伝えるために、私は素直な気持ちを口に出す。

「は……初めてこうなったのが、保でよかったって……感動してる……」

　保はぴたりと動きを止め、少しして、声と体をぷるぷると震わせて叫んだ。

「、っ、この……っ、人が必死で抑えてる時に、天然か！　もう、今夜は絶対寝かさないんだからねっ！」

　宣言した後、獲物を前にしたケモノのように、私の体にがっつき始める。

　手当たり次第にキスされ、愛撫され、腰を使われ、初めての私はその情熱と快感に翻弄されるばかりだ。

　彼は一晩中、私の体の性感帯を隅々まで探り、悦楽の限りを搾り取るように、丹念に、激しく、愛してくれたのだった……。

　


　──翌朝。

　ホテルの洗面所で、見たことがないくらいスベスベになった自分の肌を信じられない思いで見ている私に、保はうんうんと頷き、したり顔で言った。

「結局、どんな基礎化粧品より、女のコの肌にキくのは愛。愛情たっぷりタッチアップってことね。和音さえお望みなら、毎日だってご用命承るわよ♡」

「……ば、ばかぁっ！」

　こんなタッチアップを受けることになるとわかっていたら、私だって保のことを女友達扱いなんてせず、慎重に、貞淑に、振る舞ったかもしれないのに。

　と心の中で弁明する気持ちとは裏腹に、「幸せ！」と言いたげな己の肌の調子に、あきれつつも本音のところは、幸福感でいっぱいなのだった。

　


★おわり★
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　子供の頃からトロかった私は、習字や図画工作で課題が出されると、必ずと言っていいほど居残り組だった。

　担任の先生は、「関せき内うちさんは効率よくいろんなことができないだけで、何事にも一生懸命なんです」と親に話してくれたけど、そんないいものじゃない。優先順位をつけてひとつのことに注力することで、ようやくひとつを人並みにこなすことができる不器用っぷりに、時々、自分のことがイヤになる。

　ともかく、中高では勉強、大学では語学習得と就職活動に精を出し、新卒で厨房機器の卸売専門商社、片かた倉くら商事に入社。

　この春で社会人十年目の三十二歳。

　今は販売促進部でチーフ格。

　恋とかは、……知らない。

　


「あーっ、いっけね。営業部に頼まれてたやつ忘れてた。そのうちでいいからテキトーにやっといて、よろしくゥ〜」

　定時近くになって、課長からキャンペーン案件のリストを渡された。量が多いが、期日は昨日までになっているし、週明けに回すと営業部の人が困るだろう。

　私はそれまでやっていたことを一旦置いて、リストを入力しはじめた。

　定時になって、販売促進部のオフィスから課長と派遣社員さんがそそくさと帰ってしまった後、向かいに座っている二十代の後輩社員が自分の仕事をしながらぼやく。

「うちの部署、関内さんのおかげで回ってますよね〜」

「持ち上げても何も出ないよ。中なか川がわさん」

「だって〜、課長ったら会議も書類も全部関内さんに押し付けて、全然仕事してくれないし。現場で仕事回す人間は減っていって、仕事は増えるばかりなのに、お給料は上がらないし、やってらんないですよ。派遣さんは社内恋愛ねらいで、仕事上は当てにできないし」

「決めつけるのは失礼よ。社員がそんなこと言ってたら、それこそ派遣さんのモチベが落ちるだけだと思うけど」

　流行への感度の高い商社ＯＬを地で行くオシャレな後輩社員は、私の注意に、一瞬だけイヤな顔をした。

「ただのグチなのに、カタいこと言わないでよ」ってところなんだろう。

　融通が利かない私は、上司や同僚から遠巻きにされがちだ。彼女はめずらしくそんな私にも話しかけてくれるのだけど、損得で人に取り入ろうとする下心が透けて見えるのが、少しニガテだった。

「でもぉ、オフィスじゃ関内さんがこわくて黙ってるけど、あの子たち、集まれば男性社員のスペックと合コンの話ばかり。会社の男なんてチャラいのに」

「……だから、決めつけないの。チャラい人も、そうじゃない人もいるわよ」

　社員全員のことをよく知りもしないで、とカチンときながら、私は、鼻にかかった甘い声を聞き流す。

「たとえば？　さわやか系だと、営業部の戸と塚つか主任とか？」

　ぽろっと出てきた同期の名前に、心臓が軽く跳ねてしまった。

　キラキラ女子にも意識されるような人なんだ、と驚くけれど、納得もする。

「確かに戸塚主任は、若手の出世頭で、イケメンで、独身なのがふしぎなくらい高スペックですけど、あの年まで独身って、きっと裏でえげつなく遊んでたりするんですよね。じゃなきゃ、理想高すぎとか……」

　ネタだとわかっていても、知り合いをおもしろ半分で悪く言われるといい気がしない。

　生返事でリストの入力を進めていると、やがて向かいの席で、パソコンの電源を落とす音がした。

　表面上は申し訳なさそうなそぶりで、中川さんが言う。

「すみませぇん、関内さん。今日は婚活合コンなので、帰っていいですか？」

　本当は営業部のリストを手伝ってほしかったのだけど、「人生かかってるんで」とばかりの鬼気迫るオーラに負けて、私は頷いてしまった。

　まあ、ひとりでも終電近くまでやれば終わるだろうし、……その前にやろうとしていた仕事は、明日の土曜日に休日出勤してやれば、なんとかなる。

「ありがとうございます〜！　ほんと、関内さんがいないとダメですね、うちの部署」

　中川さんは笑顔だったが、その顔には、「仕事に全部捧げるなんて時代遅れ」と書いてあるみたいだった。

　


　しょうがないじゃない。

　総合職として仕事を覚えるので必死だった十年間。ようやく職場で一人前と呼ばれるようになったかと思えば、婚活市場で「選ばれない」と言われる年齢になっていた。

　恋愛ドラマのヒロインになれる方と、脇役しかつとまらない方。

　すみ分けが決まってしまって、じゃあもう仕事の方で行くしかないんだなぁ、と思うしかないじゃない？

　大学生の時、友達の紹介で一度だけ男性とお付き合いはしたけれど、長続きしなかったし、それからずっと彼氏はいない。出会いの場に誘われることも、二十代の頃はともかく、今はもうない。

　『関内さんは効率よくいろんなことができないだけで──』

　先生、それ、大事なポイントだったみたい。

　先に知っておきたかったな……。

　


「よう。いつもの人」

　時計が八時を回り、お腹の虫が騒ぎ出した頃、ひとりきりのオフィスに男の声が響いた。

「おー、戸塚くん」

「販促部、いつ来ても関内さんしかいないな。仕事押し付けられてない？　上に話せる人いるか？」

「ありがと、大丈夫。キャンペーンのリストでしょ？　さっき、そっちの部署長にメールしたけど」

「受け取ったよ、助かった。今日先方から催促されてヒヤヒヤしてたから。サンキュな」

　戸塚くんは私のデスクまで来ると、ぺこ、と頭を下げる。同期の彼の前だと、私も肩の力が抜けて、自然体でしゃべることができた。

「遅くなってごめんね」

「いや。関内さん、このせいで残業なんだろ？　営業代表で、お礼しにきた」

「わ、やったね」

　戸塚くんがひょいと渡してくれたのは、老舗のどら焼きだ。以前、ここのが一番好きだと教えたことがある。覚えていて、買ってきてくれたのだろうか。

　仕事だから当たり前とはいえ、こうして感謝の気持ちを示されると、こっちも人間なので、嬉しくなって、またやってあげよう、という気になる。

　うまく転がされてるな、と思うけど、憎めない。昔、クラスにひとりはいた人気者タイプだ。

　同期で一番に出世してもエラぶらず、勉強熱心で。相手を問わず親切で、気さくで。

　味方もファンも多いだろう。

　まだ軽薄さが表に出ていた彼の新人時代を思い出し、成長したな、としみじみしてしまう。お互い様なんだろうけど。

　どら焼きのお礼を言おうとすると、甘い匂いにつられ、先にくーっ、とお腹の虫が鳴いてしまった。

　戸塚くんは、隣のデスクの椅子を引いて、腰を下ろす。

「この時間、腹減るよなぁ」

「減る」

「俺も食おっと」

「じゃ、どら焼きのお礼に、お茶を入れてしんぜよう」

「ははーっ、感謝」

　私たちは、お芝居じみた言い回しでげらげら笑い合いながら、給湯室で入れてきた緑茶で一息ついた。

　私は、すぐ耳に痛いことを言ってしまうからか、部署でこわがられているようだし、ランチ友達もいない。そんな中、気をゆるせる同期とのおしゃべりは、心がはずんだ。

　戸塚くんは皆に慕われていて、人恋しいわけはないだろうに、息抜きによく遊びに来る。近い距離感で話せる相手は、あまりいないのだろうか。

　恋人事情は、どうなんだろう。

　中川さんが言っていたうち、「えげつなく遊んでる」ことはないだろうけど、いろんな女性を見て、理想にかなう人を品定め中なのかもしれなかった。

「いい顔で食うよな、関内さんって」

「あれ、観察してた？」

　私がぼんやり考えごとをしている間、どうやら見られていたらしい。

「見とれてた」

　戸塚くんがにっこり笑いながら、さらっと口説き文句を仕掛けてくる。

　軽口とわかっているけど、潤う。正直。

　干物の私でも、フワフワ、浮わついた気持ちは持っているのだ。

「……私相手に、何言ってんのよ」

　顔が赤くなりそうになるのをごまかしながら、私は答えた。

「塩対応だなぁ。こういう話ＮＧ？」

「まさか。いい加減ウェルカムだよ。ご縁がないだけ。もう機会もないかな」

「なんの。これからだろ。関内さん、いい女だもん」

　自虐する干物にまで優しいことを言ってくれる戸塚くんにほだされてしまいそうだ。

　イケメンというのは、呼吸するくらい自然に、全方向の女にリップサービスしてくれるものなのか。モテるはずだ。

　私は仕返しのように、戸塚くんを観察してみた。

　彼は、スーツのジャケットを脱いだ社内仕様で、軽くまくった袖からのぞく、筋肉質な腕が色っぽい。

　清潔感のある短い髪も、目のそばに刻まれた笑いジワも、男らしいアゴのラインも、シャツできゅうくつそうな首元も、セクシーだ。

　やっぱり、異性としては高嶺の花、というのが私の正直な気持ちだった。

　それに同僚としての付き合いが長いから、彼のことを今更恋愛対象とは思えない。

　けど、この戸塚くんが選ぶほどの女性は見てみたかった。結婚式には、同期のよしみでぜひ招待されたいものだ。

　


　翌週、たまった仕事を片付けるために部署でただひとり休日出勤した私は、パソコンのスケジュールに表示されたお知らせを見て、首を傾げた。

　『会議出席依頼　営業戦略会議　本日17時〜18時　第二会議室』

　休みの日に会議はない。日付を間違えたのだろう。そう察しをつけて送信者を見ると、そこには戸塚くんの名前が表示されていた。

　何度か内線電話をかけてみたものの、誰も出ない。

　私は、めずらしいミスをからかってやろうというイタズラ心と、休憩がてらおしゃべりしたい願望にかられて、開始予定時刻の五分前に第二会議室へ向かった。

　会議室には、既にプロジェクターとスクリーンがスタンバイ済みだった。もちろん私以外は誰も来ていない。室内にいた戸塚くんはまだピンとこないらしく、唯一現れた私を見て、空席を示した。

「座ってくれ、関内さん」

「会議するの？　今日は……」

「いいから」

　休日だと伝えようとしたが、戸塚くんのバリッと気合の入った営業モードに気おされて、とりあえず着席してしまう。

「……今日、土曜だよ」

「わかってる。休みの日に悪いけど、五分だけ俺にくれないか」

「いいけど……」

　どういうことなのだろう。私は様々な可能性に想像をめぐらせた。

　一番ありえそうなのは、大口のプレゼンが近いから練習させてくれ、という事情だ。

　彼が緊張してるところなんて見たことがない。きっとよほどの案件なのだ。

　そう察しをつけ、同期のよしみで協力しようとした親切心は、意外な形で裏切られた。

　『新しいライフプランのご提案』

　『戸塚渉わたると結婚する五つのメリット』

　『結婚の費用対効果・競合比較』

　目を疑うような言葉が、次々とスクリーンに映し出される。

　結婚!?

　開くファイルを間違えてない？　と突っ込みたくなるが、私に口を挟ませるスキをつくらず、戸塚くんはプレゼンを続けた。

「……このように、家賃などの生活費をふたりで折半し、各種保険や手当を活用することで、現状の単身生活より生活の質を向上させることができると考えます。財政運営の安定の他、一緒に暮らすことで家事や各種手続きの負担を分散。何かあった時の三百六十五日・二十四時間バックアップの安心感。朝起こす、料理を作る、グチを聞く、旅行に連れていくと楽しい、など、俺ならではの特典もご用意。ライフプランを見直し、俺を伴侶としてご活用いただくのが本件のゴールイメージです。あなたの生活が継続的に発展するためのお手伝いをさせていただきます」

　これをまじめな顔でやり切るのだから、恐れ入る。プレゼンはプレゼンでも、売り込んでいるのは弊社の商品じゃなくて、彼自身だ。
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「……以上です。何か質問がございましたら」

　プレゼンは最初に言われた通り、五分ちょうどで終了した。

　さすが弊社の誇るトップセールス、図やグラフが的確に使われていてわかりやすく、論旨が明瞭で、発表者の思いもよく伝わる、いいプレゼンだ──と褒めてあげたいのはやまやまだ。しかし。

「戸塚くん。これ、プロポーズ？」

「そうだよ」

　気心の知れた私なら、彼女へのプロポーズの練習台にしたって、勘違いしないと思ったのだろうか。独身仲間を巻き込んで悪びれない戸塚くんに、私はふくざつな気持ちを隠せなかった。もしかしたら、置いていかれるさびしさかもしれない。でも、祝福してあげないと、と思い直した。

「いいんじゃない。彼女、喜ぶよ」

「彼女？」

　戸塚くんは怪け訝げんそうな顔をする。

「本番は。これ、練習でしょ？」

「──鈍いな、関内さん」

　戸塚くんは私の前まで来ると、テーブルに片手をつき、顔をのぞきこむようにした。ばかにするような言い方にムッとするが、爆弾級の言葉が続いて、それどころではなくなる。

「プロポーズしたの、関内さんに、なんだけど。俺との結婚、前向きにご検討いただけますか？」

　何を言ってるの？　この人は。

　私はびっくりしすぎて、しばらく声も出せなかった。

　


　想定してない。

　想定してなかったぞ。こんなの。

　私は仕事に集中することで、突然投げ込まれた急展開から意識をそらそうとした。

　なのに。

「関内さん。こないだの件、今日こそは、いい返事聞かせてくれない？」

　こんな時に限って、私はオフィスの階段で、ばったり戸塚くんと出くわしてしまう。

　出勤している人の少ない休日ならともかく、皆のいる平日の午後だ。

「ちょっ。誰かに聞かれたら……」

　人気者の彼が、まじめだけが取り柄の私を口説いているなんて、笑い話にもならないだろうけど、それでも困る。私のささやかな日常を壊す権利はないはずだ。

　戸塚くんだって、仕事せずに遊んでいると思われるのは不本意だろう。

「じゃあ、イエスかイエスで、端的に答えてくれれば」

「お断りの余地なしってこと!?」

「そんなことないけど、イエスの方が絶対おすすめ。後悔させない自信はある」

「自信家だね、知らなかった」

　私はあきれ半分、イヤミ半分で言ってみたけど、戸塚くんに響いた様子はなかった。

「双方にメリットのある提案だと自負してるから。俺とのけっ……」

「わーっ！　わーっ！」

　結婚、という言葉が出そうになったので、思わず声でさえぎる。

　私、職場でそんなことするキャラじゃないのに……かんべんしてよ。

　


　からかわれているだけなら、そのうち向こうが飽きて終わるだろう。

　そう思っていたのに、戸塚くんは業務時間中も含め、あの手この手で、私の平常心を揺らそうとしてくる。

　──ある時は、私の両隣の席に誰もいない時、戸塚くんがデスクに半分記入済みの婚姻届を滑り込ませてきたり。

「関内さん。この契約書なんだけど」

「…………。この契約書はうちの部署の管轄じゃないですね。あしからず」

　──ある時は、戸塚くんの携帯電話から、私の部署に電話をかけてきたり。

　『もしもし、関内さん？　出先なんだけど、愛しいハニーの声が聞きたくて』

「えっ？　関内さん、今、電話、ガチャ切りしませんでした？」

「……ファックス番号とお間違えだったみたい」

　──別のある時は、社内便の封筒で、堂々と「営業部　戸塚」と記名の上、ネックレスを送り付けてきたり。

「戸塚くん、社内便で、仕事に関係ないもの送らないで」

「買い物中、ウインドーで見かけて、関内さんの顔が浮かんだから。指輪はやっぱりふたりで選びたいし」

「選ばないし！」

　私をからかうためにお金までかけて、本当に謎すぎる。

　それ以上ほうっておくと何をするかわからなかったので、私はプレゼン翌週の土曜、オフィスを訪れた戸塚くんを隣の席に座らせ、コンコンとお説教した。

「いい加減にして。仕事にならない！」

「俺に口説かれるの、めいわく？」

「ていうか、からかわれてるとしか思えない。モテるの知ってるんだから」

「他の女の子たちがいいな〜って言ってくれるくらいの男じゃないと、振り向いてもらえないだろ。努力するくらい愛してんの。うぬぼれてくれないかな」

「ますます釣り合わない。私は他の男の人に、いいな、って言われたことないし」

「社内は、同期の俺が仲いいから、遠慮してるやついると思う。同期飲みでも、俺たち、わりと最初から意気投合して、ふたりで二次会抜けとかしてたじゃん」

「色気のない理由でね」

　新入社員の頃、私たちは研修をかねてショールームに配属され、自社製品を案内していた。

　社会人になりたての不安も手伝い、週末になると、同期飲みと称して皆で繁華街に繰り出したが、私は翌日の仕事に響かないよう、途中で帰ることが多かった。

　そこに、いつの間にか便乗するようになっていたのが、戸塚くんだ。

　抜け感のある見た目によらず、仕事に熱い人で、ショールームの売り上げをあげる方法なんかを道々に話しているうちに、意気投合していた。

　私が売れ筋や客層を分析し、戸塚くんが接客するという流れで、新人にもかかわらず大物をご成約いただいたりして、結構当時はいいタッグだったと思う。

　配属が分かれた後は、花形の営業部で成績を上げつづける彼と少し距離を感じるようになってしまったけど、当時は遠慮のカケラもなく、対等に意見を戦わせていた。

　もっとも、そんなことばかりしていたから、「女に見られるわけがない」という意識の基礎ができあがってしまったのかもしれない。

「懐かしいな。俺、人当たりいいし、口もうまいし、ちょっと世の中ナメてて」

「自分で言う？」

「いや、それで、大学までは苦労しなかったんだけど……覚えてる？　ショールームで、俺が口先だけのトークで売ろうとして、お客様を怒らせてしまった時のこと。……関内さんが、持ってる商品知識で助け船出してくれたんだよな」

「…………」

「その後、照れくさくて『感謝！　また助けて！』ってテキトー言ってたらさ。関内さんはクールに『戸塚くんはできるけどやらないだけ。ちょっとずるい』って言ったんだ。見透かされたみたいで、ドキッとした。何でそんなこと、ってとっさにムッとしたけど、それは俺の器が小さかったからで……その後、商品のこと頭に叩き込んだら、その知識に助けられることが増えてきて、ああ、関内さんに言ってもらえて良かったって。良薬は口に苦し、って言うけど、俺みたいなやつには、持ち上げていい気分にしてくれる彼女より、耳に痛いこと言ってくれる嫁が必要だって思って、意識しはじめた。そしたら、関内さん、人のための発言ですぐこわい人って誤解されるし、人目につかないところでがんばってるのに気付かれないし、見ててやきもきして……」

「……はは、自業自得だよ」

「人を責めないしさ。いい女だから、俺が守りたいって」

　責任感が強く、孤独を感じやすい自分を丸ごと包み込んでくれるような言葉に、涙腺がゆるみそうになった私は、無理やり明るい声を出した。

「……戸塚くんが、そんなこと思ってたなんて、初耳なんだけど」

「関内さんが言ったんだろ。『彼氏いる？』って探り入れた時。『仕事で一人前になるまで作らない』『不器用だから十年くらいは仕事で手いっぱい』って」

「……言った……っけ……？」

　全然覚えていない。その言葉を、戸塚くんは真に受けたのだろうか。

　戸塚くんは立ち上がり、私の耳元に低い声を注いだ。

「十年経ったし、こないだ、もうウェルカムだって言ったよな。だから、本気で迫ることにしたんだけど」

「え、ま、待って」

「新人の頃は話にならなかったかもしれないけど、今の俺見て、いいな……って少しも思わない？　近付いたり、こうして手が触れて、ドキドキしたり」

「それは……吊り橋効果……」

　誰かに見られたら困るからだ、と言い訳のように思うけど、確かに心臓は大きく脈打つし、全身がぽかぽかする。

　手に手を重ねられる感触に、顔も体もますます熱くなり──。

「ちょ、お、お化粧室行くからっ！　いい加減、戸塚くんも、仕事に戻ってっ、いいわね！」

　私は戸塚くんの手を振り払って化粧室に駆け込み、彼が諦めて自分のオフィスに戻るまで、立てこもることしかできなかった。

　


　戸塚くんがひんぱんに販売促進部に顔を出すようになってひと月ほど経ったある日、後輩社員の中川さんが、平日より気合の入った格好で休日出勤し始めた。

「戸塚主任、最近よくうちの部署に来られますよね〜。どうしてかなぁ。やっぱりかっこいいし、思ってたより誠実そうな感じですよね」

「……そう？」

　人目をひきやすい戸塚くんのアプローチに弱り切っている私をよそに、中川さんは盛り上がっている。

「ドーナツ、買いすぎちゃった。営業部の人は休日よく出社してますよね。差し入れに行ってこようかな」

「なんで？　用でもあるの？」

　たずねると、中川さんは長いまつげを揺らした。

「……わかりません？　そっか。同期の関内さんに協力してもらった方がいいかな。実は、戸塚主任のこと気になりはじめて。どんな子がタイプだと思います？」

　中川さんは、かわいくて、細くて、人懐っこくて、男なら誰でもぽーっとなってしまいそうな女性だ。こんな子に告白されて、気持ちが揺らがない人はいないだろう。

　ひとつも勝てるところがなさそうなキラキラ女子を前にすると、私など、完全に脇役、引き立て役だ。落ち込んでしまい、視界が狭くなっているところに、甘い声で戸塚くんの来訪を知った。

「あ〜！　戸塚主任〜」

「中川さん？　休日出勤とかするんだ」

「はい。いつも関内さんが完璧に回してくださるのに甘えてるんですけど、少しは力になれたらなって」

「それはエラいね」

　年下女子に優しく微笑む戸塚くんに、ちくり、と胸が痛んだ。

　……なんで、私、傷ついたんだろう。

　優秀な彼と釣り合いが取れないことに悩んで、好意がうまく受け取れないのなら、お似合いの女性が現れることを歓迎してもいいはずなのに。

　私は、合理的に説明できない自分の感情をなんとか整理しようとした。

　戸塚くんはきちんと仕事する私を見てくれた人だから、先輩を気遣って休日出勤したという中川さんにも悪い印象は抱かないだろう。

　……中川さん、いつもプライベートを優先してきたくせに。まじめは損だってばかにしてたくせに。戸塚くんの前でだけ、いいところ、取らないでよ……。

　彼女とは生き方が違うんだと割り切ってたはずなのに、どす黒い感情が湧き上がってきて、そんな自分に面食らった。

　私が自分の感情を持て余して話に入れない間も、中川さんは感じよく戸塚くんに話しかけつづけている。

「戸塚主任こそ、休日までいらっしゃるなんて、仕事熱心であこがれます」

「ああ、俺は単に、この人を口説きに来てるだけだよ」

　……今、なんて言った？

　戸塚くんの言葉に、私は耳を疑った。

「しゅ……主任、からかったらダメですよ。関内さん、ふまじめなノリ、ニガテなんですから」

「よく知ってる。だから、からかってるんじゃなくて、本気」

「まさか……そんな」

　中川さんは、「こんなもっさりメガネのどこがいいの？」と、信じられなさそうな様子だ。そんな彼女に見せつけるように、戸塚くんは私の手を拾い上げ、ちゅ、と勝手にキスをした。

　一瞬のことだったけど、柔らかい感触に、頭が真っ白になる。
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「ちょ……！　何、する……」

「こんな調子で、苦戦させられてるのは俺の方。だから……」

「……はいはい、お邪魔なんですねっ！」

　中川さんは、これ以上この場所にいるのは不快で仕方ない、というように、足音を立ててオフィスを出て行った。

「あー……どうするの、これ。噂になっちゃうよ」

　月曜日、中川さんにどんな顔で会えばいいんだ、と悩む私に、戸塚くんは心臓が凍るようなひと言を投げた。

「フッたって言えばいい」

「えっ」

「俺のことイヤならね。だいぶ強引に《契約》迫ったけど、無理強いするつもりはないから。迫ったのが噂になっても、笑われるのは俺だけだし、それは自分がしたくてやったことだから気にしない」

「…………」

　いよいよ決断を迫られているような気がして、手にじんわりと汗が浮かぶ。

　確かに、突然《契約》の話なんてされて困ったけど──でも、フッてしまったら、これから先、気安く話すこともなくなってしまうのだろうか。それはさびしい、と、私は勝手なことを思ってしまう。

　じゃあ、元の関係に戻れれば、それでいいのかと問われれば、それも答えが出せない。

　手にキスまでされたのに、ただの同期に戻れるだろうか。

「ねえ。俺のこと嫌い？」

「……嫌いとか、好きとか、そういうの、よくわからなくて。仲もいいし、信頼もしてる。魅力もあると思うけど、付き合うイメージが湧かないの。私、経験もあまりないし、女らしくないし、うまくいくか……」

「それは確かに問題だな。よし」

「よしって、何が？」

　きっとうまくいかないと、断ったつもりが伝わっておらず、私は疑問符を浮かべる。

　戸塚くんは私の不安を取り除くように、さばさばと屈託のない調子で返した。

「正直な気持ちが聞けたから、一歩前進。脊髄反射でダメって言われても、どうしようもないから。じゃあ、プライベートの俺のこと、次は知ってください」

　


　翌週の土曜の正午、私は戸塚くんのマンションを訪れることになった。

　いきなり家にふたりきりなんて、とは思ったけれど、私の方が無趣味で、映画も運動も外食もショッピングも興味がないので、デートの選択肢が少なかったせいもある。

　戸塚くんの家は、最寄り駅から十分ほど歩いた先の閑静な住宅街にある、十階建てのマンションの一室だった。

　管理人室のある立派なエントランスからして、単身者用マンションには見えないね、と正直な感想を言えば、元はファミリー向けの分譲マンションの一室だと返される。

「知り合いに便宜をはかってもらって、賃貸で入れるようにしてもらったんだ。それもこのため。自慢のキッチンを見よ！」

「あっ、うちの一押しの……」

「やっぱり扱ってると、使ってみたくなるのよな。で、大事に使ってると、ふしぎと愛着が湧くんだ」

　戸塚くんの言葉通り、カウンターと一体になったアイランド型の対面キッチンは整理整頓されてピカピカだった。

　そのキッチンで、戸塚くんは、生ウニのクリームパスタを作ってくれるという。

「何か手伝おうか？」

「いや、お客さんは座ってて。手持ちぶさたなら、これでも眺めてたら」

　戸塚くんに電話帳のような厚みで有名な雑誌を差し出されて、驚いた。

「結婚情報誌なんて、どんな顔して買ったのよ……」

　好意的な返事なんて、一度もした覚えがないのだけど、戸塚くんのゆるぎないポジティブさに、私までつられて楽観的になってしまいそうだ。

　フカフカのソファをすすめられ、「自由に見てくれ」という言葉に甘えて、リビングを見渡した。

　落ち着いた色で統一された家具家電。すっきりした収納。悠々自適な男のひとり暮らしの完成形みたいな部屋に住みながら、結婚願望が強いって、変わっているなぁ、と思う。

　十年同じ職場にいて、どんな人か大体わかったつもりだったけど、私生活には意外性と納得が溢れてて、好奇心と、職場の誰も知らないことを、私だけが知っているという特別感が満たされた。

「休みの日は何してるの？」

　私の質問に、スーツを見慣れた目には新鮮な私服姿でフライパンを振りながら、戸塚くんは答える。

「予定がなければ、出かけることが多いかな。キッチン家電とか食材とか、ぶらぶら見て回ったり。関内さんは？」

「うーん、家で寝てるか、リフレッシュがてら銭湯に行くか……」

　神経のすり減る激務や休日出勤が多かったからではあるものの、花の二十代を寝て過ごしてしまったと認めたくない私は、必死に何をしていたか思い出そうとした。

「なんだかんだ、仕事のための勉強もあるじゃない。別に仕事が何か返してくれるわけじゃないんだけど、ひとつのことしかできない性格で、続けてきちゃった。戸塚くんは、営業で成績出して、会社の役に立ってて、……いいな。立派だと思う」

「何で？　商品が売れるのはメーカーさんがいい商品作ってくれたからで、広報や販促の戦略が響いたからだろ。俺たちは受注するだけで、何もしてない」

「何もしてなくないよ……」

「ありがと。関内さんは厳しいけど、そうやって俺のこと『サボらずやってるな』って見ててくれてるんじゃないかって……勝手に励みにしてた。うぬぼれかな」

「……そりゃ、ど、同期だし……」

「ごめん、聞こえない。……もうできるから、冷蔵庫からサラダとドレッシング出してあえてくれる？」

「了解」

　また妙な雰囲気になりそうだったから、調理の音に邪魔されてよかった、と思いつつ、私は立ち上がり、戸塚くんの脇の調理台へ、冷蔵庫から出したサラダボウルとドレッシングを置いた。

「わ、わーっ！　何するの」

　火を落とす音とともに、背後から両腕を回され、戸塚くんの体に包み込まれるような体勢になる。

　頬に吐息が当たり、抱き締められている、と勘違いしそうな距離の近さにどぎまぎした。

　子供じゃないんだから、ひとり暮らしの家に招かれて、何も起こらないと思っていた、とは言わない。

　だけど、やっぱり恥ずかしい。

「ごめん。感情が高まったタイミングだったもんで、つい」

　戸塚くんはあっさり体を離して、茶目っけのある表情をした。

「つい、キスしそうになっちゃった」

　油断もスキもない戸塚くんに、私は歯ぎしりするほかない。

　その後、ふたりでカウンターに食卓を整え、戸塚くんの料理に舌つづみを打った。

「ごちそうさま。お店のよりおいしかった。家で毎日こんな料理食べられるなんて、自炊趣味っていいね」

「食材費だけで安く済むしな。食べてくれる人がいると、張り合いがあるって、新発見」

「私が仕事で手いっぱいだった間に、戸塚くんはプライベートもこんなに充実させてて……置いていかれたような気分」

「そんな大げさなことじゃないよ。仕事が大変な分、家では居心地よく過ごしたいから、必要なものをそろえてきただけ」

　戸塚くんは、視野が広いし、自分で決めた将来にどう近付くか、仕事以外のところでも戦略を立てて動いている。

　大人だな、男らしい人だな、と、私は改めて彼の魅力を再認識した。

「あ、片付けくらい私にさせて」

　私は、食器を下げてくれようとする戸塚くんを慌てて止める。

「いいよ。お客さんだし」

「それくらいはさせてもらわないと」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　やってもらうばかりは性に合わない私の性格を知っているからか、話が早くて助かった。

　シンクは清潔で使いやすく、鼻歌でも歌いたい気分で洗い物をしていると、カウンターに頬づえをついた戸塚くんと視線が合う。

「……何見てるの？」

「うん。誰かと一緒に過ごす休日って……くつろげる家に、好きな人がいてくれるって、やっぱり最高だな、って。新婚気分だ」

　新婚、という言葉のインパクトに、私はすっかり心拍数をあげてしまって、何も言うことができなかった。

「力入れずに、何げない話をしてさ。ごはん作って、食べて。俺はそういう生活をずっと思い描いていたし、相手は、関内さんだったら……って、思ってた。もちろん、そっちの希望もあるから、無理は言えないけど……」

　カウンターを回り込む戸塚くんに、私は水を止め、手を拭いて振り返る。

　逃げようと思ったら逃げられた。

　だけど。

「……関内さん」

　近付いてくる唇から、私は逃げなかった。

　目を閉じて、柔らかい感触を受け止める。

　……イヤでは、ない。

「どう？」

「変な……感じだよ。同期と……」

「まだ、それ言う。上書きしてくれるまで、キス、やめないから」

　戸塚くんは、私の唇を、角度を変えてついばむように食んだかと思うと、ちゅ、と音を立てて吸う。

　くすぐったい感触と胸の高鳴りに、頭がぼうっとした。

　キスといえばマシュマロが触れ合うようなもの、という私の思い込みを壊すように、戸塚くんのそれは雄弁で官能的だった。

　甘いささやきのようにノックしたかと思えば、ちろりと舌先で舐めて挑発し、私が固く閉ざした唇をおそるおそるほどけば、そっと口腔内に舌を這はわせ、唾液の味まで知りたいと言うように、興味を持ってまさぐってくる。

　ひとつひとつの愛撫に気持ちが通っていて、会話みたいだ、と思った。

　言葉はないけど、触れてくる感覚ごしに、戸塚くんの考えていることや、愛情の深さ、あるいは欲情の昂たかぶりが流れ込んでくるようだ。

　キスの先に進みたいと、甘い誘惑を仕かけてくるのが、わかる。

「……戸塚くん」

「気分変わってきた？」

　私の体がほてるように熱を溜めているのを見透かしたようなタイミングで、戸塚くんは唇を離し、首を傾げた。

　粘度のあるまなざし。

　彼は私のことを、同期だなんて思っていない。女を見る男の顔だ。

　その、無防備なくらいむき出しの表情に、思考よりも先に体が反応して震える。

「キスの邪魔だから、メガネ外していい？」

　戸塚くんの鼻に当たったりしていないのに、そんなことを言われた。ダメとは言えずかすかにアゴを引くと、戸塚くんが私のメガネのフレームに手をかける。

　視界が頼りなくぼやけた後、後頭部へ回った手に、シュシュまでほどかれた。

　ひどいことをする人ではないとわかっているけど、今からメガネやシュシュが外れるくらい激しいことをする、と宣言されたようで、……さすがに妄想が過ぎるだろうか。でもドキドキしてしまう。

　ほどけた私の髪を撫で、首筋をなぞりはじめた戸塚くんの指先が、ふと動きを止めた。

　その理由に気付いた私は、あっと息を止める。

「……俺があげたネックレス」

「か、返すって言っても聞かないから。もったいないから」

　襟ぐりが狭いシャツの下に、こっそり身につけていたネックレスの端を、戸塚くんは、意い味み深しんにくすぐった。

「せっかくつけて来てくれたのに、見せてくれないなんてな」

「今、見てるでしょう……」

「初めてのプレゼント、関内さんに似合うものちゃんと選べたか、見せて」

「……ん」

　言葉だけなら、初恋に落ちた中学生のように無邪気だったけど、戸塚くんの視線は大人のズルさをたたえていたし、私の同意を得て、シャツの前ボタンを下から外していく手つきは、やらしい。

　心臓の音が、体の外まで響きそうだった。

　前をはだけられた私のデコルテで光るストーンを見て、戸塚くんは満足そうにうなずく。

「似合う。きれいだ。嬉しい」

　彼の目に映るもの──素肌やブラジャーを晒した自分を想像して、涙が出そうなほど恥ずかしかったし、服の下の私の体に失望した様子がなくて安心したし、そんな彼がこれから素肌に触れてくることを期待もした。

　そう。ずるさを持っているのは、戸塚くんだけではなかった。
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　私の方がひどいかもしれない、とさえ思う。恋になんて落ちてやらないって態度で憎まれ口を叩いて、茶化してごまかして、ごまかしきれなくなったら逃げ出して──。

　私にはわかっていた、戸塚くんに問題があるわけじゃないと。すべて、ヒロインが似合わない自分に向ける自虐、勘違いで傷つかないためのストッパーもどきだった。

　戸塚くんの好意が信じられず、自分がそれを受け取る資格を持ってるとも思えなかったから、欲しくないですって顔をしていた。

　でも、それは嘘だと、私にはもうわかっている。戸塚くんに求婚されて、びっくりもしたけど、本当は嬉しかった。

　脇役として生まれたような地味な私だって、ヒロインになって、素敵な人に愛されたい。

　戸塚くんのがっしりした腕に抱き寄せられたまま、私はほんの少し勇気を出して、自分の腕を彼の腰に回した。

　ぎちっ、と彼の筋肉が固くなる。

　その理由を想像して、私は反省した。

　戸塚くんの方は求婚プレゼンまでして、ぐいぐい迫ってくれたけど、私の方は彼への好意をまったく形にしていない。いくら彼がポジティブで自信たっぷりだとしても、これでは、不安にさせてしまっても仕方なかった。

　申し訳なさが、臆病な私の背を押す。

「あの……戸塚くん、引かれないといいんだけど」

「引く？　何に」

「いや、こわいんだよ。この年齢から、恋愛モードオンにするのはさ……。だけど、その……」

　ちゃんと気持ちを伝えた方がいい、と決心したはいいものの、なかなか言葉が見つからない。

　私の目を見て話を聞くため、上半身を引いた戸塚くんの、下半身は私のそれと密着して、布ごしに体温より高い熱と、今にも制御を離れそうな興奮の滾たぎりを伝えてきていた。

　それでも戸塚くんは性急に話を終わらせようとはせず、低い声で私をうながす。

「……何？　関内さん」

「…………」

「言って。一言でいい」

　全身にじっとりと汗が浮かんだ。

　からからに喉が渇く。

　いっそ、察してよ、沈黙の長さで。

　と喧けん嘩か腰で思ってしまうけど、それだって照れ隠しだと自覚してしまった後だ。

　ええい、出ろ勇気。言ってしまえ。

　自分を鼓舞して、口に出した。

「………………好きになって、いいの？」

　


「あ、ちょ、っ、もう、……何よう……」

　私の口だけの反発に、もう効果はない。

「ひゃ……。ちょっと、休ませ……戸塚、くんたら……ああっ」

　はだかの脇腹にキスされて、柔らかい手つきで両脚の間の柔毛を撫でつけられると、体の力が抜けてしまう。

　乾く間もない脚の奥が、きゅん、と疼うずいて、新たな蜜が滲んだ。

　キッチンからリビングの床にかけて、私と戸塚くんが今日つけていた服と下着が、たたまれもせずに点々と散らばっている。

　元がきれいな部屋なだけに、その光景が目に入るたび、奔放でやらしいことを今まさにしている、という実感がわいた。

　キッチンで始まった男と女の行為は、もう何度か互いに頂点を見ている。

　正確に言うと、戸塚くんが射精したのは二回で、……数えきれていないのは、私がイッた回数の方。

　久しぶりすぎて、最初のうちは体がガチガチに緊張していて、声も出せず、指一本動かすこともできなかったのだけど、胸や脇腹への愛撫に理性をトロリと溶かされた後、後ずさりする最中に下着まで全部脱がされ、床に押し倒されて戸塚くんの昂ぶりを何度も脚の間の襞ひだに突き込まれ、ひとしきり乱れた後は、体に力も入らず、意地も張り切れず、もはや、ぐだぐだだった。

　全力疾走の後のような呼吸がおさまるまで床に転がっている間は、冷静にもなるのだけど、再び触れられると、これまで戸塚くんに与えられた刺激を思い出すのか、体は進んで力を抜いてしまう。

　それにしても、寝室に行く暇くらい、なんとか、ならないものなのか。

　そんなことにも思いいたらないくらい、戸塚くんは、ケモノのようにがっついていた。

「関内さんがかわいいこと言って、俺の理性飛ばしたせいだろ……。我ながら、十分長くガマンしてきたと思うぞ」

「それは、そうかもしれないけど、戸塚くんがそういう気持ちだって、私、知らなかったんだし……あ、あっ」

　暴かれた肌は、どこも敏感になっている。

　さんざん愛めでられ、撫でられただけでじん、と快美が走るようになった乳首を、二本の指につまみ出され、スリスリとこすられ、私の背中は弓なりにそった。

「やーらしい声……。惚れた女が、待ってほしいって言うんなら、いくらでも待つけどさ。その間、変な男がしゃしゃり出てきてあんたをかっさらっていくんじゃないかとか、そばで見張ってるつもりでも、気が気でなかったんだから」

　戸塚くんは、私の脚の間に手を伸ばして、潤んだ襞の外側をヌルヌルとなぞる。

　指の先を花びらの中に潜り込ませて、ぬぷ、ぬぷっと入口の辺りで抜き挿しされると、中に溜まっていた蜜がトロトロと掻き出されてきた。

「んぅ……、いるわけ……っ、ア、ないじゃない、そんな物好き」

「少なくともここにひとりいますけど？」

　私の体の開き方をあっさり習得した戸塚くんが、両脚を割り開き、張り詰めた性器を押し当てる。

　入口に何度かこすり付けられると、体の中から揺さぶりあげられるような快楽を求めて、襞の奥がきゅんきゅんと収縮した。

　勝手に腰が揺らめくけれど、戸塚くんは三度目で余裕ができたのか、そんな私をゆっくり観賞しようって魂胆らしく、なかなか挿入にはいたらない。

　快楽の火に煽られきった私は、欲しいものがなかなか与えられないことに焦れて、涙目で罵倒した。

「あ、あっ、あ……ん、も、戸塚くんのばかっ、しつこいっ」

「しつこい？　営業には誉め言葉だよ。諦めは悪いし、見つけた弱点はつく」

「あっ〜……、ン、ッ、ああっ、ダメ」

　ゆっくりと、濡れた膣穴を押し拡げるようにして、戸塚くんが中に入ってくる。

　出っ張ったカリ首の部分で、お腹の裏側をこすられると、頭の芯がびりびり痺しびれた。

「ここが好きなんだよな、関内さんは」

　言われた通りなのだけど、与えられた快楽が大きすぎて、ふーっ、ふーっ、と乱れた呼吸をすることしかできない。

　疼きを溜めている箇所にようやく刺激を得たのに、一回撫でられただけでそれ以上与えられないのでは、満足するどころか、逆につらかった。

「う……っ、っ、ふ、ぁ、ああ」

　滾った楔くさびで体を串刺しにされたまま、ますます腰を揺らしてしまう。

　当たり方が変わって、ぞくっ、ぞくっと甘い火花が散るけれど、満足できる強さには程遠かった。

　もどかしい。

　柔らかい襞は先をねだるように剛直に絡みつくけど、戸塚くんの反応は薄かった。

「と……戸塚くん、もう……」

　焦れ切って、とうとう戸塚くんの腰に手を回すと、

「欲しい？」

「ひっ」

　ずぐん、と重い衝動が、骨盤の方まで響く。

　喉がそり、涎よだれがこぼれ、脚が人形のように跳ね上がった。

「こうやってひたすら突かれたい？」

「あっ、あっ、あっ、あっ」

　媚肉を戸塚くんの剛直に貫かれるたび、ぐちゅ、ぐじゅ、とすごい音がする。

　自分の体から出ている音とは思えない。

　深く力強い抽ちゅう送そうに、口は開きっぱなしで、ばかみたいに喘ぐことしかできなかった。

　気持ちいい。

　そのことしか考えられない。

「それとも、捏こね回されたい？」

「んぁあ、や、ダメ、それダメ……っ」

　自分では触れようがない奥まで何度もこすりあげられ、疼きが増した肉壁を、戸塚くんは腰を使ってグチュグチュとみだらに掻き回した。

「あ、あ───っ……や、ぁ、っ、いやっ……動かしちゃダメぇっ……！」

　亀頭の先で弱いところを集中的に捏ねられ、いやいやと首を振った瞬間、生理的な涙がこぼれ落ちる。

　あっという間に、私は高みに追い上げられた。足の指がぎゅっと丸まる。

「ン……ぅ、っ、あ、あああっ」

　いいところをこすられ続ける刺激に頭蓋を揺さぶられ、悲鳴みたいに嬌声をこぼした。

　イく。

　そう思った時。

「…………？」

　突然、戸塚くんは動きを止める。

　達しかけていたのをお預けされ、とろけた内襞が、ひく、ひく、と苦しそうに収縮するのがわかった。

「あっ、……あん」

　もどかしさに体を動かしては、更に追い詰められる。

　なんで、こんな、意地悪するの。

　戸塚くんは私よりずいぶん余裕のある顔で見下ろしてきた。

「関内さん、感度いいな……。顔真っ赤で、目が潤んで、口元はしまり悪くて、えっちな顔してる」

「……み、ないでっ」

　痴態を見せてしまっていると頭ではわかっていたものの、改めて知らされることで、冷静さが戻ってきてしまう。

　恥ずかしい。耐えられない、と顔をそむけると、戸塚くんはそれを責めるみたいにグイ、と腰を回した。

　それだけの刺激が、我慢できないほど快よくて、私はあっけなく喘いでしまう。

「ああぁっ……。もう、……っ、中途半端、つらいって、ば」

「ダメなんだろ。それに、さっき、しつこいって言われたし。もうやめた方がいいかな」

「……っ……」

　こんな熱を抱えた状態で放り出されたら、どうしていいかわからない。

　私は非難と懇願の入り混じった目で、戸塚くんを見た。

「こわい顔しない。関内さんだって、まだ楽しみたいだろ？」

　戸塚くんは、楔を埋めたまま、私の両膝を深く折り曲げる。

「ん、ん、っ、あぅ」

　ずく、ずく、と突かれると、普通に抱き合っているより深いところまで剛直に暴かれるようでたまらなかった。飲み切れない唾液が、唇の端に溜まっていく。

　再び何も考えられなくなりそうだったけど、あんなことを言われた後で、上半身を離す体位を取られたら、戸塚くんの視界に映る自分を意識しないではいられなかった。

　せめて夜ならよかったのだけど、カーテンを引いてなお部屋は明るく、ぐずぐずに溶けた姿を全部、彼の目に晒さらしてしまっている。

　昼間からこんなことして。大きな声で喘いで。同じ会社の、しかも同期と。

　そんなことばかり考えてしまい、快楽に完全に溺れ切ることもできない中、先端で粘っこく削り上げるように快楽帯をいじめる戸塚くんのやり口に情けなく翻ほん弄ろうされて、私ははくはくと空気を食はんだ。

「……かわいいなぁ。快楽に弱い関内さん、たまんない」

「うー……っ、っ、ぁ、……っく、ふっ……」

「もっと喘がせてとろかして、俺が欲しいって言わせたいよ。……ねえ。言って」

　顔から火が出るようなことを言われた後、ずん、と奥深くまで突き入れられる。

「ひぁ！　あ、欲しいっ」

「そうあっさり言われると、もったいぶりたいような」

「……せ、性格、わる……」

　こっちもかなり余裕がないので、セックス中のふくざつな男の思考回路を読んでいられない。

　羞恥心をかなぐり捨てて言ったのに。と、ぜーぜー息をしながら、彼のことを小憎らしく思ったけど。

「やっと手に入った幸せを噛み締めて、何が悪い」

　ひとり言のように、ぼそ、と戸塚くんが漏らした声に、長年何もせず、我慢してきた鬱屈や愛情が垣間見えて、……愛、みたいなものが、こみ上げてきてしまった。

「そう、戸塚くんの……ものだよ、私。もう、多分、かなり好き」

　浮かんだ気持ちを、素直に伝える。

　すると。

「やばい、タガが外れそう」

「これ以上!?」

　戸塚くんのものが、イく時みたいに、びくん、と、お腹の中で蠢うごめいた。……大きくなった？　え、今以上に追いつめられるの？　と私は青くなる。

「好きに動かせて。お願い関内さん。覚悟いい？」

　戸塚くんは早口に言うと、私の手を探り出し、ぎゅう、と恋人繋ぎする。

　愛されている実感が湧くけれど、同時にそれは、床に私を縫い留めて、どんなに気持ちよさから逃れようとしても離さない、そういう意思表示でもある。

　しかも戸塚くんの腕は折りたたまれた膝の後ろを通っているから、深くまで突かれるこの体位から、逃れるすべはない。

　ぞくんっ、と腰が跳ねた。

　切羽詰まった欲望を叩き付けられる、そのおびえと、……喜びに。

　戸塚くんになら、奪われたい。壊されたい。すべてを、受け入れたいし、受け入れて欲しい。

「うん。……いいよ。……んうっ」

　私が返事をすると、戸塚くんは、深く激しく、私の中に痕跡を刻み付けるように、腰をぶつけてきた。

　肉と肉が当たって、パン、パン、とはじけるような音を立てる。

　自分の体を制御できなくなったように呼吸を乱し、汗を浮かべて私の体に食らいつく愛しいケモノに、私は全身を委ね、思うがまま喘がされた。
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　硬い筋肉のついた肉体も、汗のにおいも、欲望に滾った器官も、余裕のない息遣いも、息が上がり切った時に漏らす声の高さも。

　十年間でいっさい知る機会のなかった同期のオスの顔を、その日私は、たくさん、知ったのだった。

　


　私たちは、激しく求め合った末、すぐには口もきけないくらい疲れ切って、床に転がっていた。

　少しして、呼吸を整えた戸塚くんに手招きされ、腕まくらの栄誉にあずかる。

「……戸塚くんと、ホントに結婚するとして」

「！　うん」

　戸塚くんはやや前のめりになるが、私は、人の話は最後まで聞くべきだ、とだいぶ冷静さを取り戻した頭で思った。

「……するとして、求婚プレゼンには、私側のリスクとか持ち出しとか、マイナス面の話は特に出なかったよね」

　セックスの後で慢心していたのか、戸塚くんは「そう来たか」という顔になる。

　まだまだ、甘い。

「……関内さんにおかれましては、何か、その、懸念事項がおありでしょうか……」

　遂情したケモノから、如才ない営業マンの顔になろうとするが、全裸では、あまり説得力はなかった。

「すぐには出てこないけど、とりあえず、床でこれだけすると、腰が痛い」

「すぐ風呂にお湯張ってくる！」

　戸塚くんは、ジーパンだけ穿はいて、浴室に向かいかけ。

「その前に」と、戻ってきて、私をソファに連れていき、薄い毛布をかけてくれた。

　キスのおまけつきだ。

　寒い季節ではなかったけれど、裸でいるのが恥ずかしくなってきた頃合いだったので、ありがたく受け取った。

　浴室でお湯張りを仕かけて戻ってきた戸塚くんと、並んでソファに座り、ひとつの毛布にくるまりながら、思いついたことをひとつひとつあげていく。

「結婚っていうパッケージに何が含まれているか、まだ十分な説明を受けていないし」

「はっ。善処します。他には」

「まだお互いに知らないことが多いよね。仕事をどうするか、親の介護は、とか、事前に心構えをしておかなきゃいけないこと、いっぱいある」

「おっしゃる通りです」

「ビジネスの話し方はやめてくれないかな……」

「ごめん、ごめん。いや、痛いところを突かれて、さすが関内さん、と思って」

　称賛半分、苦笑半分、ってところだろうか。

　しょうがない。今更性格は変えようがないのだ。

「ごめんね。現実主義で」

「いや。本気で検討してくれてるってことで、ありがたい。それにさ。都合の合わないことをすり合わせる、とか、問題を解決する、とか、全然イヤだと思わない。関内さんの折せっ衝しょう能力を、信頼してるからかな」

　だからほんとに、うまいやつだ、と私は舌を巻かざるを得なかった。

　期待されたら応えようとする、私の性格を、よく知っている。

「俺に足りないところがあれば教えて。完璧ではないけど努力するから。俺たちなら、お互い、補い合いながらやっていけると思うよ。どうだろう？」

　結婚しませんか、と、彼は言う。

　うーん、と私は腕を組んだ。

　いつもなら逃げるか決断を先送りにするところだけど、そういう自分も、いい加減卒業したいと思っている。

　どうしたものかな。

「一生のことだから、関内さんが悩むのは当然だと思う。でも、自分で使いはじめてみないと、メリットもデメリットも見えてこないよ。いつでも解約すればいいことだし、無理に引き留めたりしないから」

「……ここぞとばかりに営業で磨いたクロージングしてこないの」

「俺の言うことが口先だけかどうか、関内さんなら見抜けるだろ。試しに結婚準備始めてみようよ。結婚式場とか、ドレスとか、新居とか、探すうちに難題が次々に現れるって言うし、俺の本性も、互いのこだわりも、わかってくるだろ」

　そう話しながら、戸塚くんがキャビネットを開けて取り出したのは──出てくるわ、出てくるわ。ウエディング関連のパンフレット。結婚情報誌だけじゃなかったようだ。

　何げに私のツボを突く、いいセレクトなのが、ほんとに……食えない営業だ、と思う。

「裏の事情とか、ない？　安全？」

「俺、そこまで黒いやつじゃないと思うけど、我ながら」

「確かに」

「でも、関内さんがウエディングドレス着たとこは、すぐにでも見たい。……十年待ったんだから、近々見せてくれるって信じたいな。もちろん、無理強いはしないけど」

　にこにこと感じよくしながら、逃がしてくれる気なんてなさそうなのが……営業としては、しつこいくらいしたたかなのが、いいんだろうけど。

　弊社のトップセールスにロックオンされた私。成約の日は、近いのかもしれません。

　


　


　


　


★おわり★
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『久く実み。ごめん。旅行、行けない』

　待ち合わせの十分前になって携帯電話に送られてきたメッセージ。私は恋人の身に事故や身内の不幸でもあったのかと、心配しながら電話をかけた。

「翔しょう、何かあったの？　こっちは大丈夫だけど、何か私にできること、ある？」

『それがなー。実は、ええと……』

　なぜか煮え切らない返事をする翔のそばで、突然知らない女性の焦れたような声が響く。

『もう！　翔、はっきり伝えてよ』

『ちょっと、いいから』

『彼女とは別れてくれるって、ホテル入る前に約束したでしょう!?』

「……翔？　誰かと一緒にいるの？　こんな朝早くに。ホテルってどういうこと？」

　辛抱強く、今どこで何をしているのか尋ねても、翔はしばらく無言だった。

　私は沈黙に耐えかねて、自分から最悪の想像を口にする。

「今、ホテルに一緒にいる人と付き合うから、私とは別れる、って……そういう話？　だから、旅行もできないって？」

『いや、まぁ……悪いとは思うんだけどさ。わかってくれよ、俺にも色々事情があるんだ』

（そんなの……わかりたくもないよ……）

　目の前が真っ暗になった。

　二十七歳の誕生日に欲しいものを聞かれ、

「モノはいいや。お互い仕事で疲れてるし、ちょっといい温泉旅館にでも泊まって、おいしいもの食べてのんびりしない？」

　そう提案し、三カ月前から計画を練ってきた、二泊三日の温泉旅行。

　ずっとあこがれていた旅館に予約を取り、観光地を調べ、旅程を組み立てる。百貨店のグループ会社の広告・企画部門で、広報紙や企画カタログなどの編集の仕事をしている私は、こうしたプラン作りが得意だった。普段のデートも、翔が喜ぶような最新スポットをがんばって調べ、毎回コースを作っていたのだ。

　連休を取るために前倒しで仕事を片付け、どうにもならないぶんは同じ部署の同僚に引き受けてもらい、やっと迎えた日。

　それが、こんなことになるなんて、想定外もいいところだった。

　どう言って電話を切ったのか、よく覚えていない。翔の言い分があまりに一方的で、怒ることも泣くこともできなかった。家に引きこもり、人目を気にせず落ち込みたい気もしたが、連休明け、同僚に合わせる顔がないと思うと、ためらいが生まれた。「どうだった？」と、旅行のことが話題になるのは避けられないし、行ったことのない場所の作り話には無理が生じやすい。仕事の穴埋めをお願いした人には、お礼のおみやげだって渡さなければ。

（……行くだけ、行こうか。当日キャンセルは全額支払いだし、旅館だって仕込んだ料理を捨てなきゃならなくていいことなしだもの。せめて楽しんで、気分を変えてこよう……）

　とりあえず、同僚には、予定どおり翔と旅行したと報告すれば、いらない気を使わせることもないし、私も傷心をいたずらに広げなくて済む。

　名案だとその時は思い、新幹線に乗り込んだ。

　しかし……。

　初手でつまずいてしまった計画は、その後もトラブル続きになるものなのか。旅程に入れていた陶芸教室は臨時休業。ロープウェイは故障中。曇り空でＳＮＳ用の写真もきれいに撮れず、ひとりで人気飲食店の行列に並ぶのも気が引けて、結局観光らしい観光もできず、くたくたになるまで歩き回っただけで、旅館『御宿　翠みどり湯ゆ』にチェックインしたのだった。

（ついてないなぁ……）

　カランコロンと下駄を鳴らしながら、私は、昔ながらの湯治場の情緒を残した温泉街を歩いている。

　川べりの柳が秋の風にそよぎ、湯けむりの中にぼうっとガス灯の明かりが浮かび上がる夕暮れ時の温泉街の、きれいだけど物さびしい雰囲気は、傷心気分をいやおうなしに盛り上げた。

　太鼓橋の上を、外湯めぐり中の観光客たちが、浴衣姿でそぞろ歩いていく。和小物のみやげ店やご当地スイーツの店をひやかし、遊戯場の射的や輪投げに歓声を上げているのは、カップルか家族連ればかりだ。油断した瞬間、心に隙間風が吹き込みそうになって、私は慌てて足湯がある道端のあずまやに飛び込む。

（だめだめ。ちゃんと、楽しまないと。ひとりでも楽しむって、決めたんだから）

　色浴衣の裾をたくしあげ、下駄を脱いで、足首までを足湯に浸けた。他に誰もいないことをいいことに、湯をぱちゃぱちゃ波立てていたが、突然前触れもなく空が暗くなり、激しい雨が降り始める。

　屋根のある足湯だったので、頭から水をかぶるようなことはなかったが、雨の跳ね返りが体に当たる。じっとしていたら、上半身が冷えて風邪を引いてしまいそうだった。

　かと言って、走って旅館に戻ろうとすれば、ずぶ濡れになってしまう。

（……お天気まで。ほんと、ついてない）

　空模様にうらみごとを言っても仕方ないが、天にまで見放されている気がして、我慢の限界だった。目に涙の膜が浮かびそうになった時、背後に気配を感じる。

　誰か、雨宿りに飛び込んできたのだろうか。

　視線を向けると、その男性は柔和な笑顔を見せた。抹茶色の着物に同色の羽織を合わせているが、すっきりと余裕をもって着付けてあって、和装に慣れている人に見える。格好のために落ち着いて見えるが、三十歳前後だろう。雨と硫黄の匂いに、白びゃく檀だんと墨の混ざったような香りが溶けて、胸がどきどきした。

「こちらを」

「えっ」

　男性が差し出す傘を、私はまばたきしながら見る。

　こんなことがあるものだろうか？　弱り切っている時に、ぴったりのタイミングで、助けてくれる人が現れるなんて。

　私が何か言う前に、彼は続けた。

「お使いください。突然の雨で驚かれたことでしょう。『御宿　翠湯』の者です」

「……どうして、私が『翠湯』の客だと？」

「お召しの浴衣が、当館のものですから」

　あっさりと運命的な登場の種明かしをして、男性はにこりと微笑む。

（そういうこと……）

　肩すかし半分、納得半分という感じだった。

　彼の手には数本の傘が抱えられている。外湯めぐりに出ている『御宿　翠湯』の客のため、熱心に雨の中を歩き回っているのだろう。高価そうな羽織の肩が濡れていた。それに気付いた瞬間、見て見ぬ振りができなくなってしまう。
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「お心遣いありがとうございます。でも、あなたこそ、すごく濡れてしまってますよ」

　思わず竹かごのバックからタオルを出し、椅子の上に立って男性の肩を拭いていた。

　彼は驚いたように目を丸める。

「せっかく素敵なお着物をお召しなのに。シミにならないといいんですけど」

　水気を拭き取るように軽く叩いていると、彼は、もういいですよ、と言うように私の手に触れた。困ったような顔をしている。

「ありがとうございます。お客様にこんなことまでしていただき、どうしたらいいものか……」

「すみません。つい、気になってしまって」

　プランを立てることもそうだが、人の世話をつい焼いてしまう性分で、オカンのようだと友人や恋人に言われたことがあった。

　恋人としては、色気がないという意味だったのかな、と、今更のように反省が浮かんでくる。

「いえ、ご親切感謝します。しかし、代わりにあなたのお足元を拭くものが必要ですね」

　男性は懐から手拭いを出した。

「え……だ、大丈夫です、そんな」

「新しいものですからきれいです。濡れたまま履くと、滑りやすいので」

　男性はひざを落として、私の下駄を履きやすい位置に直してくれる。

　世話を焼くのは得意でも、焼かれるのは慣れていない。しかし無む下げに断るのも考え物だ。　私は礼を言って手拭いを受け取り、足を拭いた。

「あっ……す、すみません」

「構いませんよ。ゆっくり、焦らずに──失礼」

　濡れた地面が滑るせいで、鼻緒になかなか足指を入れられない私を見かねたのか、男性は下駄を履く手伝いまでしてくれる。傍らに傘を置いてから、片手で私のふくらはぎを支え、逆の手でそっと下駄を合わせた。

（……まるで、ガラスの靴を履かせてもらう、シンデレラみたい）

　こんなにもていねいに、まるで壊れやすいものを慈しむような手で触れられたことなど、最近、あっただろうか。

　少なくとも、記憶にある限りはなかった。

（……何か、泣きそう）　

　旅館の客だから、丁重に遇されているのだと頭ではわかっていたが、指から伝わる体温と優しいもてなしが、ぼろぼろの傷心に響いて、胸があたたかいもので満たされる。

「宿の場所はおわかりになりますか」

　差し出された彼の手を、ごく自然に取って立ち上がりながら、私は笑顔を浮かべた。

「わかります。ありがとうございました」

「いいえ。湯ざめする前にお戻りくださいね」

　沁みるような笑みを返して、男性は傘を抱え直すと、雨の温泉街に消えていった。

（あの人、もしかして……）

　彼の差す傘に印刷された『御宿　翠湯』の文字と親切な振る舞いに、ある人のことを思い出す。

　私が仕事で作っている広報紙に、旅のモデルプランを紹介するコーナーがあり、二年前、『御宿　翠湯』もそこで取り上げたことがあった。

　若旦那と数度メールのやり取りをする中で、文面から伝わってくる気遣いや優しさ、仕事への情熱に好感を持った。掲載誌を送った際には、きれいな押し花のカードで直筆の礼状を送ってきてくれて、疲れが吹き飛ぶような気持ちがしたものだ。それから、そのカードは、ずっと職場のデスクに飾っている。

　そして、旅行がしたいと思った時、真っ先に『御宿　翠湯』が候補にあがった。

（あの人があの若旦那さんだとしたら……。ちゃんとご挨拶すればよかった。また会えるかな）

　

『御宿　翠湯』の部屋に戻ってゆっくりしていると、年配の仲居が、夕食を運んでもいいかと尋ねてきた。

　同行者が都合でまだ来れていないので、ひとりぶんだけ運んでほしいと伝えると、人のよさそうな仲居は、想定以上にうろたえてしまう。

「まあ！　どうしましょう、お料理、もうご用意は整っているんですけど、でも」

「大丈夫です。彼のぶんのキャンセル料は全額お支払いしますので、料理は……」

「そんな、キャンセル料なんてもったいない。私、料理長に、夕食のお時間を遅らせることができないか、相談してまいります。お連れ様のご到着、何時になりそうでしょうか」

「さ、さあ、仕事の都合でいつになるか……」

　翔のぶんの料理は従業員のまかないにでもしてもらえばいい、と思っていたが、そういうことが言えそうな空気ではなかった。

（女のひとり旅って、そんなに変かな。ドラマみたいに、自殺したり、殺人事件起こしたりなんてしないから、サラッと、ビジネスライクに処理してほしい……）

　田舎の祖母を思わせるたたずまいの仲居に嘘をつく罪悪感で、胸が痛んだ。

　それを振り切るように、これ以上はないというくらいに元気を振り絞って言う。

「あ、じゃあ私、彼氏のぶんもいただいちゃいましょうか！　確かにキャンセル料、もったいないし。大丈夫です、私、フードファイターかってくらい、たくさん食べるので、気にせず、全部並べちゃってください！」

　勢いで仲居を押し切り、日本酒を頼み、ヤケのように明るく酔っ払って、一夜あけ──。

（……く、苦しい……）

　一晩経ってもまだ私の胃は消化しきれない四杯のカニを抱えてパンパンに張っていた。

　今が旬の、殻いっぱいにふっくらとした身が詰まった松葉ガニのフルコースは、旅行で楽しみにしていたことのひとつだ。

　ひとりで二人前というのは、流石に無謀だったが、仲居に言ったことの手前、途中でギブアップもできなかった。完全に自業自得だ。

　夢の中でまで、折っても折っても再生するカニ脚と格闘していたような気がする。

（少し、動こう……）

　私は客室備え付けの露天風呂で朝風呂を浴び、身支度を整えて、ロビーに向かった。

　日本庭園に面したロビーには立派なソファや書棚が置かれ、ゆっくりくつろげるようになっている。時間が早いためか、他の宿泊客の姿はないが、一角に設けられた畳のスペースに、昨日の男性が端座しているのを見つけた。彼は新聞紙に包んだ切花を静かに見つめていたが、私が近付いていくと、顔をあげて会釈する。

「おや。坂さか崎ざき様、おはようございます。昨日はありがとうございました」

「おはようございます。こちらこそ、親切にしていただいて……」

　名乗る前から名字を呼ばれ、心臓が跳ねた。

　私のことを知っているのだとしたら、やっぱり彼は……。

「あの。もしかして、こちらの旅館の、若旦那さんですか？」

「はい。楢なら井いと申します」

　彼は握った拳をももに置き、折り目正しく頭を下げる。

（やっぱり……！　あの時の、担当の方だ。ご挨拶して、お礼を言わなきゃ）

　勢い込むものの、すぐに気持ちがしぼんでしまった。

（でも、二年前のこと、本当に覚えてるのかな。ここは人気旅館で、たくさんメディアに取り上げられてるから、一広報紙の担当者の名前なんて覚えてないんじゃ。……そうだ、私はひとりで泊まってカニ四杯たいらげた変わった客だから、それで名前が宿のみなさんに共有されているだけなのかも。……恥ずかしい）

　二年前の仕事はミスなくしっかり務めたつもりだ。そのイメージに、プライベートの一番冴えない自分を上書きするのは、ためらいがある。実際はこんな不完全な人だったのか、と失望されたくなかった。楢井さんが気付かない限り、このまま、客として振る舞い続けた方がいいのかもしれない……。

「失礼。お顔が赤いですが、坂崎様、熱がおありなのではありませんか」

　恥ずかしさのためか、自分でもわかるくらい熱くなっていた私の額に、楢井さんは掌てのひらを押し当てた。至近距離から切れ長の瞳に覗き込まれ、ますます体温が上がった気がする。

　私の内心の動揺には気付かない様子で、楢井さんは首を捻った。

「平熱にも思えますがね……それにしては」

「だ、大丈夫、さっき朝風呂に入ったので、そのせいだと思います」

「そうですか。今日も天候が不安定なようなので、お出かけの際は傘をお持ちください。今は止んでいるようですが」

「今日も雨ですか……残念」

　掌が離れていった後も、まだ心臓がどきどきしていた。私は、彼を必要以上に意識していることを悟られないよう目をそらし、演技がかった溜め息をつく。

「本日は、どちらまで？」

「海岸公園の方へ、レンタカーでドライブする予定だったんですが、その、連れが仕事のトラブルで、まだ来られなくて。私は免許を持っていないので」

　同行者の話題になった時、気のせいか、楢井さんの視線が鋭くなった気がした。

「……近場で何か時間潰しができればいいんですが。陶芸教室はしばらく臨時休業ってあったし、散策もお天気が悪い中では……。せっかくがんばって考えたプランは全滅で、運に見放されてるとしか思えません」

　落ち込む私の前で、楢井さんは花を脇に片付け、下駄を履いた。

「坂崎様。お付き合いいただけませんか」

「え？」

「少し、外を一緒に歩きましょう」

　

　強引にも思える誘いだが、相手が楢井さんだからか、あまり悪い気はしなかった。

　寒いので、と渡された羽織に袖を通すと、彼の香りがしっとりと私の体に覆いかぶさる。

　案内されるままに太鼓橋を渡り、もみじの並木を抜けると、足元に舗装がなくなり、いつの間にかうっそうと茂る山の中にいた。

「この先です。足元にお気を付け……危ない！」

　先ほどまで降っていたとおぼしき雨に濡れ、野の草は露をまとっている。わずかに傾斜した道に下駄を乗せた瞬間、ずるりと滑った。

　楢井さんの腕が、ぐい、と私の腕を引く。

「す、すみません……」

　言われた直後にドジを踏んでしまい、私は恥じいってうつむいた。和装で身動きが取りにくいのは楢井さんも同じだろうに、精せい悍かんな体は私をしっかり支えて揺るぎもしない。

「やはり、風邪ぎみなのでは？」

　顔が熱いのも、心拍が速いのも、楢井さんに抱かれ、そのたくましい体の感触を思い知らされているからだ、と思いつつ、まさかそれをそのまま伝えるわけにはいかない。私は体勢を立て直し、言った。

「いえっ、大丈夫。元気です。行きましょう。運動不足で息が弾んでしまって……ジム通いしたいんですけど、休日はなかなか……」

　声が段々小さくなってしまう。

　休日は急に翔が会いたがるかもしれない、と予定を入れないようにしていたが、思い返してみれば、デートに誘うのはいつも私だった。

　面倒くさがりな翔のかわりに、世話焼きの自分が計画を立てているだけだと思い込んでいたが、会いたい気持ちの量は、ずっと、釣り合っていなかったのかもしれない。

（もう、ジム通いだろうと、何だろうと、好きに休日を過ごせばいいんだ）

　そう思いながら、白紙に戻った『これからの予定』を前に、不安な気持ちの方が強かった。

「坂崎様」

　足元を見て斜面をのぼっていると、前を歩いていた楢井さんが私を呼ぶ。

　声につられて顔をあげ、目を疑った。

「……わぁ」

　視線の先の渓谷には薄く朝靄が漂い、赤や黄色やオレンジに色づいた紅葉が朝日に透けている。清流には葉が大量に落ちて、見事な絨毯を織り上げていた。

　楢井さんは比較的傾斜のゆるい斜面を下りていき、もみじを数枚拾い上げて、懐から出した手拭いに包む。そして私のところまで戻ってくると、そのうちの一枚を手渡してくれた。

「どうぞ」

「きれい……」

　冷たい水に磨かれたのか、渡されたもみじはなまめかしいほど鮮やかな色をしている。

「私が知る限り、今がここ一帯の一番美しい季節です。ちょうどいい時にいらっしゃいましたよ。……少しは気晴らしになりましたか」

「はい、とても」

「よかった。プラン外の行動も、そう悪いものではないでしょう？」

　腕を組むように、手を着物の両袖に突っ込んで、楢井さんは目元を和らげた。そうすると目尻のしわが深くなり、優しげな表情になる。

　旅館の若旦那と客というより、ひとりの人間と人間として、踏み込んだ話をしても許されるような気がして、私は心のガードを少しくつろげた。

「もしかして、ご心配をおかけしてしまいました？　連れもなしで、ひとりで温泉宿に泊まるなんて、変わってますよね」

「それは、お客様のライフスタイルですから」

「いいんです、はっきり言ってくださって。旅行直前に彼氏と別れてしまったんです。でも、ずっとここに来るの、楽しみにしてたから」

「……ご予約は二名様でしたから、ご事情がおありなのだろう、とは思っておりました。お部屋付きの仲居は、屈くっ託たくなく夕食を楽しんでくださったご様子だと言っておりましたが、私は余計に気になってしまったのです。街中でお見かけしたおひとりの時のご様子と、仲居から話を聞いた印象が、あまりに違って」

「自殺でもするんじゃないかって？　大丈夫です、素敵な景色も見せていただいたし、元気出していかなきゃ」

「そうやって強がるところが、ですよ。……自覚がおありですか？　大丈夫、が口癖になっておいでです。人に心配をかけまい、頼るまいと思われているのかもしれませんが、逆効果です。気になって、目が離せません」

「そんな……だ、大丈夫……あ」

　取り繕おうと笑顔を作った私を、見返す彼の表情は、責めるようでもあり、苦しそうでもあった。諭すような口調は思いやりの滲んだものに思えるが、これは怒られているのだろうか。

「……すみません。立ち入ったことを」

　非礼を悔やむように詫びる楢井さんに、あなたは悪くありません、と伝えたくなった。

「謝らないでください。旅先で、こんなに親切にしてくださる方に出会えるなんて、それだけで来てよかったです」

「……そうやって健気にお笑いになるから、放っておけない、と申しているのです」

「え？」
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　言い返す前に、ぐら、と視界が傾かしぐ。

　楢井さんの腕の中に引き寄せられ、ぽん、ぽん、と頭を撫でられていた。

「自身がつらい時、不機嫌に周囲に当たる人も多いというのに、あなたは宿泊先でまで気を使い続けている。その健気さに、せめてお心を晴らすことができれば、とは思うのですが、……私だって男です、ひと気のないところで、不埒なことを考えないとは言えないので、あまり隙をお見せになりませんよう」

　低いバリトンが耳たぶを震わせる。

　どうして楢井さんはこんなことを言うのだろう。女のひとり旅で簡単に人を信用するのは危ないと、警告しているのだろうか。

　誠実な仕事ぶりを知っている彼相手だから安心してついて来たのだと言えればいいのだが、それもできず、固まってしまう。

　永遠に続くようにも思えた時間だが、すぐに腕の中から解放された。

　そろそろ戻りましょうか、と告げて歩き出した楢井さんは、どこからどう見ても、品のいい若旦那そのものの風貌で、客のことをからかうような人には思えないが、

（何だったんだろう？　ど、どきっとした……）

　注意喚起の一種で、特別な意味はないのだろうか。そう思いながらも、一度感じたときめきは、簡単にはおさまってくれそうになかった。

　

『御宿　翠湯』まで戻ると、楢井さんは門の横の手水場に、持ち帰ったもみじの葉を沈めた。

「これも若旦那さんの仕事なんですか？」

　感心する私に、楢井さんはさらりと答える。

「好きでやっているだけです。そうだ。陶芸は流石に設備がないですが、生け花でしたら館内に道具も花材もありますし、雨の間のお手慰みになりませんでしょうか」

「私、一度も経験がないんですけど」

「私でよろしければ、多少の手ほどきはできますよ。旅館業の傍ら、趣味でやっているだけですが、一応免状は持っていますので」

「でも、楢井さんのお仕事の邪魔になるんじゃ」

「多少の自由時間くらい作れますとも」

　気を使い過ぎだ、と注意された後だ。お言葉に甘えた方が、楢井さんの気が済むのかもしれない。

「じゃあ、お願いします。……旅館に飾られているお花も、楢井さんが生けたんですか？」

「ええ」

「どうりで。華やか過ぎない、そっと寄り添ってくれるような優しい雰囲気で、今にして思えば、すごく楢井さんらしいなって……。性格が表れるんですね」

　楢井さんの趣味が生け花と知って、二年前にもらった押し花カードとつながった気がした。あの時、自分が抱いた印象通りの優しい人だと実感できるたび嬉しくなる。こちらは幻滅させることしかできそうになくて、申し訳ないけれど。

　楢井さんを見ると、花のことを褒められて恥ずかしいのか、赤い顔でごほんと咳払いをした。

「だから、そんなことをおっしゃると……。いえ、何でもありません」

　

「結構、バランスに悩みますね。これで、どうですか？」

　ロビーの畳のスペースは、ふたりで作業するには狭いということで、朝食の後、今日は予約が入っていないという離れの特別室に招待を受けた。

　楢井さんが用意してくれた野葡萄ぶどうと桔梗、秋桜コスモスの三種の花材を取り合わせ、鋏はさみで長さを調節して花器の剣山に留めるまでを体験させてもらったのだが、いざやってみると、結構ひとつひとつが難しい。

「いいですよ。初めてとは思えないくらい、よく調和しています」

「いえいえ……。正解がわからないのが、悩ましいです。せめて、完成予想図のようなものを最初にいただけたらいいんですけど……」

「それはいけません」

　私の横から、着物の腕が伸びる。楢井さんが形のいい指で野葡萄の蔓つるの巻き具合を調整すると、それだけで見栄えがよくなった気がした。

「自然界の植物は、一本一本、性格も、育つ環境も違うし、季節によって見せる顔が異なるものです。色づきの悪い花や、折れた枝、枯れかけた葉ものなどは、花屋に並ぶことこそありませんが、生け花はこうした草木のありのままの出生をこそ生かし、花形に表す文化。形や技は、後からでも学べることですから、まずは目の前の草木がどう生けられたがっているのか、その本質をよく見てあげてください」

「はい……」

　楢井さんの言葉を聞いて、私は密かに落ち込んだ。野葡萄を選ぶ際、黄葉が枯れかけたものは避けた方がいい気がして、きれいめのものを選んでしまったのだ。それは、生け花的には、「出生を生かす気がない」ということになるらしい。

　無意識のうちに、誰からも文句がつけられないような、見栄えのするものを選ぶ。それは、私の恋人選びのやり方と同じだった。

（堅実な大手メーカー勤めの営業で、合コンで一番人気だった翔と付き合えることになった時、私は安心したんだった。他の女の子が付き合いたがるような男性なら、間違いはないだろう、って……）

　好きで仕方ないからではなく、自分の人生設計をそろそろ固めたくて恋人を作った。私が求めたのは、純粋な愛ではなく、傷のない完璧なプランだったのだ。

　そんな理由で選んだ相手にあっさり浮気され、楽しみにしていた旅行をキャンセルされたのは、皮肉な結果としか言いようがない。

（私も相手のことをちゃんと見てなかったし、失礼なことをしてた。翔の勝手さばかり責められないな……。自分が、嫌いになりそう）

　新聞紙の上の秋桜を一本拾い上げ、くるくる回していると、肘に優しく触れる手がある。

「人も同じですよ。ありのままの姿が、一番魅力的なんです。完璧でなくたっていい」

「……私は、お花みたいにきれいじゃないです。計算高くて、見栄っ張りで、汚くて……捨てられて当然の……」

　楢井さんの前では、強がりもどうせ見抜かれてしまうのだろうな。そう思って、飾らずに喋り始めたら、じわりと涙が浮かんでくる。　何度拭っても流れ出す涙に困惑した。

（いい大人が、人前で泣くなんて……）
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　楢井さんを困らせてしまうんじゃないか。　そう心配したが、彼は私の前に回り込んで、ぽん、ぽん、と優しく頭を撫でるだけだった。その感触に、感情が決壊して、嗚お咽えつが出てしまう。

「捨てられて当然の人なんていません。話し合いの末に別れたというならともかく。心ない仕打ちを受けたんですね……」

「す、みません……こんなところで……」

「いいんです。悲しい時には、好きなだけ泣いたらいい。人には、野の花とはまた違う苦労があるのですから、素朴に咲いていればいいというわけにはいかないでしょう。自身の置かれた環境で、あなたは懸命にがんばっている。その有り様を、汚いとは言いません」

「……楢井さんは、どうしてここまで、私に優しくしてくださるんですか？」

　まるで前から私を知っていて、泣きたい時に我慢してきたことを見ていたような言い方だ。

　楢井さんはためらった後、その理由を語り始めた。

「……プライベートでお越しなのだから、お仕事のことを思い出させるのはよくないのでしょうが、以前、坂崎様は、お勤め先の百貨店の広報紙で『御宿　翠湯』を取り上げてくださったことがありましたよね」

「あ、そ、そうです……！　すみません、ご挨拶もせず。順調な滞在にならなかったので、名乗るのが恥ずかしくなってしまって……」

　本当に自分勝手な理由だ、と反省しながら、仕事モードで頭を下げると、楢井さんは私の髪をくしゃりとかき混ぜる。

「……そうやってリラックスしづらくなるから、私の方も蒸し返すつもりはなかったんです。ただ、メールのやり取りをさせていただく中で、こちらに負担がかからないようにスケジュールを組んでくださり、面倒な修正も嫌がらず、夜遅くまで対応してくださったあなたが、ご自身の欠点ばかりあげつらうのに納得できなくて、つい」

「…………」

「あなたが計算高いとおっしゃった計画性の部分や、見栄っぱりとおっしゃった美意識の高さで、職場の方や仕事相手は、ずいぶん助けられているのではないですか。……長所は、ご自分では見えづらいもの。少しご一緒しただけの私ですら、坂崎様が素敵な方だと知っているのですから、他の方の目にはどれほどのことか。この際、見る目のない元彼のことは、忘れておしまいなさい。気晴らしにはいくらでもお付き合いしますから。気に病まず、ここで、好きなだけ泣いてほしい」

　囁くような優しい声に、段々、体の力が抜けていく。楢井さんの言葉、声音、表情、態度、体温、感触、すべてが、ありのままの私を包み込んでくれるかのようだ。

　こんなにあたたかで安心できる感情など、プランありきの恋愛の時には知らなかった。

（もう計算づくの恋愛はしない。次の恋愛では、素の自分を見せられる相手を探そう……）

　そう心に決めると、昨日の電話からずっと私をさいなんでいた失恋の痛みが引いていく。

　楢井さんはそっと私の体を引き寄せて、涙が止まるまで、肩を貸していてくれた。

　

（あんな人が、いるんだな……）

　何があっても揺るぎなさそうな落ち着き。人の弱さやみっともなさまで受け入れられる包容力。自分のものさしを持っているから、急な予定の変更や天気模様にもイライラすることなく、柔軟に楽しむことができる人。

　再びひとりで温泉街に向かい、職場へのおみやげを買っている間も、私はつい、楢井さんのことばかり考えてしまっていた。

　彼のような人には、会ったことがない。

（二年前のことも覚えててくださって。しかもあんないいふうに。今回、ずいぶんお世話になったし、何かお礼ができたらいいんだけど、ここで買うのは違うよね。東京に帰ったら……）

　何かを送ろう、と思った途端、胸にトゲが引っかかったように痛む。

　帰りたくない。一度自覚すると、その気持ちが頭から離れなくなった。

　こんなに離れた場所に、自分のことを気にかけてくれている人がいた。その実感がじわじわ込み上げて、嬉しくなってしまう。いくらがんばったって、誰も私のことなんて見ていない、と、落ち込む夜もあったけれど、そうではなかったのだ。

（まだまだ話し足りない。もっと、個人的なことも知りたい。楢井さんのこと……）

　彼の方は、私のことをどう思っているのだろう。ずいぶん気にかけてくれているのはわかるが、異性としては、どうなのか……。

（……って、住んでる所に距離がある以上、簡単な話じゃないんだけど）

　遠距離恋愛はきっと大変だ。だけど、計算づくで決めてしまうのはやめようと思ったところでもある。

　みやげ店の和小物の前で立ち止まって、考え込んでいると、ふいに背後から力強く抱きすくめられた。

「……久実っ！」

「や、っ……」

　悲鳴をあげかけるが、かけられた声に覚えがあって振り返る。

「……翔!?　何で、ここに……」　

　来ないはずだった元彼の姿に目を疑った。

　翔は悪びれずに私の頭を撫でる。楢井さんに触れられた時には何とも思わなかったのに、気安く触られたくない、と思ってしまった。

「遅くなってごめんな、久実。でも、手がかりもなく見つけられるなんてさすが俺。愛だねー」

「…………」

「あーでも疲れたわ。久実がいないから、旅館の場所から乗り継ぎから、いちいち調べたんだぜ。お前、携帯も見てない感じだったし、家にも帰ってないみたいだったから、もしかしてひとりで来てるんじゃ、って見当つけてさ。無事会えてよかった。とりあえず、旅館戻ろうぜ」

　温泉楽しみ、と、何事もなかったかのように声を弾ませる翔を見ていると、夢でも見ていたのか、という気になってくる。

「翔、今更、何しに来たの？　新しい彼女のことはどうなったの？」

「そのことな。ふたりきりになったら話すから」

「他に彼女のいる人と、密室でふたりきりになる気、ない」

「堅いこと言うなよ。お、浴衣かわいいね」

　腰を抱かれ、はっきりと嫌悪感が走った。

　私が冷たくする理由を、翔はずいぶん軽くとらえているようだ。私が傷ついたことなど、どうでもいいと思っているのだろうか。

「翔。私達、別れたんでしょう」

「違うって。まあ聞けよ、大変なんだ。前から、同じ課の、専務の親戚の子につきまとわれててさ。みんなでメシ食いにいった後、送ってけって言われて、そしたら知らないうちにホテルに誘導されてて……。ちょっと酒も入ってたしさ。立場上、無下にはできないだろ。しかもあいつ、俺が彼女と旅行に行くって言ったの覚えてて、嫉妬丸出しで迫ってきてさあ」

「……でも、その子と付き合うんでしょ？」

「いや。好みじゃないし」

「今、無下にもできないって……」

「そうなんだよなー。うちの会社、結構体質が古いところあるから、いい加減なことすると将来に響くだろ。うまくやらないとな。わかってくれるだろ、久実ぃ」

　もしかして、他の子と関係を持ちはしたけど、私とも、その子とも別れるつもりはない、と言っているのだろうか。

　想像の斜め上をいく翔の言い分に、私は頭が痛くなりそうだった。

「そんな、どっちつかず、困るよ……」

「だから、ちゃんとするって。俺が好きなのは久実なんだから。ちょっとの間だけ、我慢して、ごめん！」

　手を合わせて拝む翔に、一瞬だけ、だめな人だけど、私が面倒見てあげなきゃ、という庇護欲をそそられる。

　以前の私なら、流されていただろうか。最終的に結婚できるのなら、一時の間違いも、許せる……と、思えたか、どうか。

　しかしもう無理だった。楢井さんの言ったとおり、翔の仕打ちは心ないものだ。私の強がりの下の本心を吐き出させ、受け入れ、泣かせてくれた楢井さんに比べて、翔は自分のことしか考えていない。こんな人と一緒にいても、本心を押し殺し続けてぼろぼろになるだけだ。仕事で必要な局面ならばともかく、プライベートでは、計算ではなく素直な気持ちを大事にしたい。

「な、許して。久実。遅くなったけど、ちゃんと、俺、ここに来ただろ。お前のこと愛してるからだよ。だから」

「……無理。あなたとは別れる。帰って」

「久実！　話だけでも聞けったら！」

　説得するつもりなのか、翔は私の肩を掴んで揺さぶった。痛みに思わず顔をしかめたものの、決心は変わらない。

「離して。もう……」

　ふいに肩を掴む力がゆるんだ。顔をあげると、楢井さんが翔の手首を押さえ、厳しい表情で見下ろしているのが目に入る。着物姿からかもされる独特の雰囲気のせいか、翔は一瞬、たじろいたようだった。

「はあ？　何、あんた……。この店の店員か？外野は引っ込んでろよ」

「私は『御宿　翠湯』の若旦那です。その方は私の特別なお客様ですから、お困りのご様子を、見ているだけというわけにはまいりません」

「特別な客ぅ？　何だそれ。お前、狙われてんじゃねえの？」

「楢井さんに失礼なこと言わないで。あなたには関係ない」

　ぴしゃりと言うと、翔の視線が、私と楢井さんの間を何度も行き来する。何とか罵倒の材料を見つけたさそうな様子だったが、毅然とした楢井さんの態度と体格差に気後れしたのか、結局それ以上声を荒らげることなく、舌打ちをするにとどまった。

「何なんだよ……」

「もう、帰って。……今までありがとう。私の方も、色々ごめんなさい。さよなら、翔」

　淡々とした私の声に、翔は一瞬だけ悔しそうな顔をして、大股でみやげ店を出て行った。

　

『御宿　翠湯』の廊下。部屋まで送ってくれた楢井さんにお礼を言うと、詳しい事情を話してくれた。

「彼は、最初、うちのフロントにいらしたそうです。坂崎様の所在を尋ねられ、個人情報はお教えしかねるとお答えしたところ、出ていかれてしまったようで。私に連絡が来ましたので」

「……私を、探しに来てくださったんですね」

「特別なお客様ですからね」

　翔を追い返すための詭弁だと思っていたその言葉を、楢井さんはもう一度口にする。

　どういう意味で言っている言葉なのか、知りたかった。

「……助かりました」

「出過ぎた真似でなければよかったのですが」

「そんなこと。……計算づくの恋愛なんて、もうやめようって。楢井さんのおかげで、思えるようになったので」

「……坂崎様」

「翔の前でも、あなたのことや、言ってくださったことが思い浮かんで。過去の恋は、いつの間にか、完全に吹っ切っていたようです。あまり時間も経っていないのに、変ですけど……」

　楢井さんは、複雑な表情で笑う。

「……いけない女性ですね。坂崎様。そんなことをおっしゃられては。お客様だと思って、抑えているのですよ。それを……」

「抑えている？」

「もう少し、自覚を持っていただきたいものです。普段しっかりしているあなたの危うさが、どんなに、男を、放っておけない気にさせるか。抱き締めたい気持ちにさせるか……」

　逃がれようと思えば逃がれられるような速さで、楢井さんの手が私の頬に伸びる。指の腹でそっと感触を確かめるようにする、楢井さんの瞳は、切なげに潤んでいた。

「私は、聖人君子でも何でもない。健気な女性に惹かれる、ただの男なんです。一度、ご忠告申し上げたでしょう。……私の生け花を、優しく寄り添うような、などと言われた時は、我知らずお慕いする心がこぼれていたのかと、焦りもしました」

「……ええと、その」

「ほら、私を迷わせておいて、ご自覚はないのでしょう」

　苦笑する楢井さんに、私は恥ずかしさをこらえ、素直な気持ちを伝える。

「……嫌じゃないと、申し上げたら……どうですか……」

「坂崎様」

「……帰りたくないって。思ってるんです。まだ、楢井さんのこと何も知らないし、遠距離恋愛になるとしたら、不安もあります。だけど、あなたにもっと近づきたいって、計算度外視で思ってて。……よければ、久実って、名前で呼んでください」

「……久実……。好きだ」

　ためらうような沈黙の後、水分の少ない掌の感触が、愛おしげに私の頬を包み込んだ。

　唇に、唇が押し当てられる。

「あなたのことが、好きだ。思い切り甘やかしたいし、悔しさも、情けなさも、やるせなさも、強がりも、全部受け入れ、癒したい。幸せにしたい。……あんな青二才なんかに返すものか」

　ぽろり、と漏らしたのがいかにも本音のようで、私は少し笑ってしまった。

　そこへあたたかいキスが降り注ぐ。

　するりと隙間を縫って入り込んだ舌は、傷を癒すように柔らかく私の口内を探るうち、次第に熱情を孕んでいった。

　

　帯をほどかれると、浴衣はただ体に纏う一枚の布になり、楢井さんの侵入をたやすく許す。

　皮膚と布地の間を熱い掌が滑るたび、楢井さんの膝の上に後ろ向きに抱きかかえられた私は、呼吸を乱した。

「あ……」

　体を動かすたびに浴衣の裏地がこすれ、自身のほてりを思い知らされる。

「久実。本当は、浴衣の時にこんなもの、つける必要はないんだよ」

「さ……朔さく太た郎ろう、さん」

「外してしまおうね」

　まだ、私の舌は楢井さんの下の名前を呼び慣れていない。一瞬のこわばりをついて、背中に伸びた手がブラジャーのホックを外す。

　両の掌は私の肋骨をなぞるようにして前に回り込み、浮き上がったカップをずり上げるようにして、膨らみを直接包み込んだ。

　強く揉みしだかれるのかと思ったら、大きな掌は、ふにふにと、下乳の感触を確かめるように愛撫する。

　くすぐったさに、私は身をよじった。

「う、ん……」

「まだ肝心なところには触れてもいないよ。久実」

　彼の言うとおり、まだ、物足りないほどの刺激しか与えられてはいない。

　しかし、それが逆に、いつ追い詰められるのか、という、怯えとないまぜの期待を高める。

「あ……朔太郎……さ……」

「何もしていないのに、つん、と先が尖とがってきたね。もしかして、期待しているのかな」

「あ、あっ……！　だめ、っ」

　膨らみの頂いただきにある色づきを指先でつつかれ、凝ったところを優しく摘ままれると、電流のような快感がぴりぴりと胸に走った。

「ここ、弱いのか」

「あぁっ……ん」

「口癖の〝大丈夫〟が聞こえないようだ。いい傾向だけど、もっと自分をさらけ出した久実が見たいな」

「んぁっ！　やっ、引っぱらない……でぇ」

　右の頂をくすぐられながら左の頂を強めにはじかれると、疼うずきと電流が体の中で混ざり、じっとしていられなくなる。

　逃げるように身悶えするが、朔太郎さんは私に逃げ道を与えず、的確な愛撫で、なけなしの抵抗を溶かした。

「ふぁ、や……ぁ」

　はだけられた浴衣が、私の肩を完全にあらわにしている。

　そこへじかに唇の愛撫をまぶしながら、朔太郎さんは隠れていた私のみだらなスイッチを、ひとつひとつ暴いていった。

　感じやすい左胸の先を、親指と人差し指でより合せるように虐めながら、右手で素足をなぞり上げる。唇は首筋を這いのぼり、厚くぽってりとした舌は耳の裏を舐めた。ぬめり、とした感触に慣れなくて、びくんと体がしなる。

　濡れた耳に、彼の呼気が当たるたび、距離の近さを実感して、顔がほてった。

　昨日顔を合わせたばかりの人に、素肌をさらし、触れ合わせている。恥ずかしさもあるけれど、とても興奮していた。

「久実。どうしてほしい？」

「あ……う、そんな……の……」

　質問に答えられない私の脚のラインを、朔太郎さんはゆっくりたどる。焦らすような仕打ちに、私は半分無意識のうちに内ももをすり合わせていた。その間に、湿った舌の感触が、耳の中まで犯し始めている。くち、くち、という音がいやらしい。

「希望がないなら、好きにやらせてもらうよ」

「っあぁっ」

　指先に高められ、すっかり敏感さを増した乳首をぴん、と弾かれ、唇から、抑えきれなかった嬌声がこぼれた。

「だめ……っ、っそこ」

「ここが好き？　それとも、こっちかな」

「んあぁあっ……！」

　朔太郎さんは左の爪の先で胸の頂を弄りつぶしながら、右手を私の脚の間に潜り込ませる。指が、蜜口に布越しに触れるだけで、視界が蕩け、体の力が抜けた。
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　私には、自分を追い詰める男の腕の中に深く抱かれ、その愛撫になすすべなく体重を預けてしまう以外の選択肢は、残されていなかった。

「あっ、だめ……そこ、変になるの……っ」

　蜜口のそばに隠れていた肉芽を指で撫で転がされると、我慢できず、何度も体が跳ね上がってしまう。

「気持ちいいのか？　久実」

「……はぁ……っ……ああ、朔太郎さ……」

「あなたが乱れる姿は、とてもかわいい。もっともっと、理性を飛ばしてあげたくなる……」

「んんっ、んう、ぁ、やあ」

　下着に染みた蜜を塗り込めるように、何度も何度も、執拗に芽を弄られる。

　耳や胸にも同時に異なる刺激を加えられ、体の奥で熱は高まるばかりだ。

　呼吸が浅くなり、声は抑えきれずに全部こぼれていく。

　快楽で、頭の中が真っ白になるほどだった。

「んっ、は……ぁ、おかしくなるっ……」

　あまりの気持ちよさに怖くなり、足を閉じようとすると、

「こら、だめだよ」

　朔太郎さんにたしなめられ、片足を抱え上げられる。

　逃げ場をなくして指先で弄ばれるばかりの肉芽は、こりこりと芯を持って存在を主張した。

「ふぁ……。んっ。やだ、さく……」

「やだ、じゃなくて、いい、と言ってほしいな？　久実。だって本心では、気持ちいいことを求めているんだろう？」

　下着をずらして、しなやかな指が直接、濡れた粘膜に触れる。

「あっ、や……んぁあ、あ、あ」

　スリットをたどられると、甘い電流が頭の芯まで痺れさせた。

　余韻に震えていると、ずっ、とわずかに痛みに似た違和感が下腹部を貫く。視線を下げたところで、彼の節だった指が私の体の中に侵入しようとする様子を、はっきり見てしまった。蜜口の奥に入り込んだ中指が、押し出されるさなか、ひだの表面を指の腹でたどっていく。

「あっ……ぁぁ、あっ」

　再び挿入された時、そこは刺激を待ちわびたように、甘く朔太郎さんの指を喰い締めた。

　朔太郎さんは指を軽く曲げ、抜き挿しを繰り返す。摩擦の快楽が下肢を痺れさせ、私は続けて嬌声をあげた。

　指が二本に増やされると、与えられる刺激に全身を支配され、まっすぐ座っているのも難しくなる。ぐちゅぐちゅと卑猥な水音が響く中、じっくりと中を探られ、こり、こり、とある一点をこすられると、気持ちがよすぎて、涙の膜が浮かんだ。

　何かに掴まっていないとおかしくなりそうだ。私は朔太郎さんのももに、引っ掻くとも掴むともつかない頼りなさで、指を絡ませている。

「あ、朔太郎さん、さくた……あぁっ、ふ」

　快感の波に揺さぶられ、言葉もうまく発せなかった。

　お尻を置いている場所には、彼の滾たぎりがはっきりとした存在感を示しているのに、私を暴いてばかりで求めてこない朔太郎さんに、じれったさを覚える。

「……久実。かわいい声をこぼして、乱れて……聞いているだけでおかしくなりそうだよ」

「……朔太郎さん……。も、だめ、わたし……っ、あ」

　途切れ途切れにギブアップを告げると、ずるり、と指が引き抜かれた。口では限界を伝えたものの、蜜口が物欲しそうにきゅん、と締まるのがわかって、自分の浅ましさに恥じいる。

「あ、やだ、指舐めないで、汚……」

「甘い。久実の味がする」

　蜜にまみれた指を味見するように舐めてから、朔太郎さんは布団の上に私を押し倒した。

　下着を脱がせようとする彼に腰を上げて協力すると、欲情に潤んだ瞳を、見透かすまなざしで覗き込まれる。

　……恥ずかしい、と思った。自分は、どれほどみだらな顔をしていることだろう。指ひとつ動かせないほど快楽に飲まれ、早く彼が欲しくてたまらないなんて。

　けれど、朔太郎さんになら、全部を見せて大丈夫、という信頼も、私の胸の中に育っていた。

「さ、朔太郎さん……お願い……来て」

「久実……」

　朔太郎さんは下半身をくつろげて、私に覆いかぶさる。触れてもいないのに固く張り詰めた屹立が、入り口にひたりと当てられた。

　余裕がありそうに見えた朔太郎さんだが、我慢していたのか、吐息がかすかに乱れている。

　わずかにはだけた胸元から筋肉質な体がのぞくのが、裸よりも色っぽく見えて、正視をためらった。

「久実……。あなたが欲しい。どんな花よりも美しく、愛しい人……」

　低い声で囁かれ、私の体も、朔太郎さんに手折られたい、と激しく疼いた。このまま、ありのままの姿を愛でられ、撓ためられ、一点に留められたい。

「朔太郎さん……私も、あなたが、欲し……」

　言い終わる前に、表情を雄のそれに変えた朔太郎さんが、腰を進めた。

　私の粘膜より熱い欲望の幹が、ぐ、ぐっと、中を押し拡げながら奥へと進んでいく。

「んぁ、あ、あああ……っ」

　蜜で充分潤っているはずが、重量感のある朔太郎さんのものが腹の中まで浸食してくる感覚に耐えきれず、がくがくと震えてしまった。

　奥まで貫かれると、充溢感で一瞬息が止まる。

「ぁ、ん、はぁっ……！」

「久実……きついな。力を抜いて」

「……だ、だって……こんなの……。あ、うごいちゃだめぇ……ひぁぁっ」

　一度引き抜かれ、思わずほっと息を吐いた瞬間、再びこじ開けられる。ごつりと隆起した先端がひだのいいところにこすれて、びりびりと全身が痺れた。

「あっ、ぁああっ、いやぁ、大き……」

「久実の中、すごく潤ってる……俺のに絡みついてくる。かわいい」

「んぁ……っ、あ、言わなっ、あぁ」

「持っていかれそうだ」

「あ、あぁ……！　ん」

　快楽と恥じらいがせめぎあう中、自分の意思とは関係なく、勝手に腰が動いてしまう。

　彼はそんな私の腰を支えると、容赦なく叩きつけるように何度も男茎を突き入れた。

「あ、っく、あぁ、ひぃ……」

　結合部からじゅぶじゅぶと卑猥な水音がたっている。

　激しすぎる抽送に、目の前が真っ白になった。

　腰が崩れてしまいそうだったが、朔太郎さんに固定されているのでそれもかなわない。

　隅々まで暴き立てようと、蜜口から奥まで、深く浅く緩急をつけてえぐってくる肉の刃に揺さぶられ、私は彼の背に掴まって翻弄されるばかりだった。

「あっ、あ、だ、め……さくた、ろぉ、……さんっ！」

　胸に一瞬冷たさを感じて、私は無理やりまぶたを開ける。

　無防備な胸に、朔太郎さんの舌が伸びていた。

　私はいやいやと首を振る。

「あっ、あ……今、だ、だめ……あっ」

　感度が高まったままの乳首を、舌先ですくうように舐められ、捏こねられた後、ぱくりとついばまれると、内股の奥の疼きが限界まで高まる。

　そこを深く何度も突かれ、ひとたまりもなかった。

　全身が緊張し、体の奥で熱が弾ける。

「あ、っっ──！　んんっ……」

　伸びきった舌をしゃぶるように、彼は私の唇を唇で塞いで、なおも腰を動かし続けた。

　痙攣している隘あい路ろに、音がするほど激しく打ちつけた後、ねっとりと腰を回したり、私がひときわ息を乱す場所を集中的にこすり上げたりして、ひとつの刺激に慣れるということを許してくれない。

　私の体は、一度達した余韻からさめないままに蹂躙され尽くし、知らない高みまで引き上げられた。

「ん……っ、ふ、や、ぁ……また……っちゃ……イ、くぅ」

　呼吸さえ自由にならない状態で、意識を手放してしまいそうなほどの快楽の波に揉まれ、涙が浮かぶ。

「んぅ──……っ！」

　限界を伝える甘い悲鳴を朔太郎さんの舌に舐め取られながら、びくびくん！　と腰を跳ねさせて二度目の絶頂を迎えると、ようやく唇が解放された。

　ふやけた口の端を、朔太郎さんにゆっくりと舐められる。唾液がこぼれていていたとしても、自分ではわからなかった。

「久実。かわいすぎるだろう。ちゃんと気持ちよくできているか、知りたかっただけなのに……なかなか素直にならないから、つい、意地悪が過ぎてしまった」

　朔太郎さんは、少し冷静さを取り戻したようだが、声はまだ熱情を残して掠れている。

　素直になるも何も、途中から声を出せない状態だったのだが、絶頂の後の弛緩で頭が働かない。頬を優しく撫でる指に、甘い余韻を引きずりながら頬ずりした。

「気持ちよかったですよ……？　とても」

　素直に伝えると、朔太郎さんは無表情になる。

　楔が、ずるり、と引き抜かれ、ようやく終わりかと思ったら、

「……もう。これでは手加減ができなくなるだろう……っ」

「ひぁ、……あ、う！　まっ、だめ、そん」

　必死の制止にもかかわらず、有無を言わさず最奥まで突き入れられる。

「うあ、っ、あ、あっあ、やぁ」

　朔太郎さんは私の両手首を床に縫い止めて、激しく腰を穿うがった。

　先ほどまでの行為が準備運動に思えるくらい、荒々しい、獣のような腰使いだ。

「や、やあ……っ、」

「いい、と言って、久実」

「いい、っ、イイけど……っ、ふぁあ……っ、こわれちゃ……あああ！」

「かわいい……あなたの全部が愛しい。久実。もっと、全部、俺に見せてくれ……」

　普段の彼からは想像できない、欲望の限りをぶつけるような動きと荒い吐息、熱い肉体に組み敷かれ、私は全身がぐちゃぐちゃになるまで感じ尽くした後、耳元に注がれる「愛してる」の言葉とともに何度目かの絶頂を迎え、意識を手放した。

　

「う、ん……」

　気がつくと同時に、ざぁ、と水が勢いよく流れる音が耳に入る。

　緊張と弛緩を繰り返してけだるい体を包む、湯のあたたかさが心地よかった。

「気がつきました？　……水あげで元気になるなんて、本物の花みたいですね」

「んっ」

　ちゅ、と頬に優しくキスをされ、朔太郎さんの腕に抱かれ、入浴しているのだと気付く。

　竹垣に囲われた専用庭の、ヒノキの露天風呂。

　満天の星空の下、自分を包み込むようなたくましい男性の体と風呂の浮力に体重を預けていると、この上ない解放感と安心感を感じることができた。

　しかし、明日には東京に帰らなくてはならない。その事実が、心に重くのしかかる。

「もしかして、後悔している？　久実」

　私の気持ちの変化を敏感に嗅ぎ取ったらしく、朔太郎さんは、思いもしないことを問いかけてきた。

「違います！　私は嬉しいんです。でも……朔太郎さんの方こそ……」

「俺の方は、あなたに会えるのを、予約段階からずっと楽しみにしていた」

「どうして……。あんな、事務的なメールのやり取りだけで？」

　私も人のことは言えないかもしれないが、それでも好印象と好意は違う気がする。

「短いやり取りでも人柄はわかるし、久実は、やり取りの最後に、いつかプライベートで行きたいですって書いてくれた。こういうのは大概社交辞令だとわかっていても、言われた方は意外と忘れられないものだよ。本当に予約してくれれば尚更だ。お迎えするのを楽しみにしていたんだが、……実際訪れたあなたは、予約内容とは違っておひとりのチェックイン、お会いしてみれば、ひどく元気のない様子だった」

「すみません……」

「責めているわけじゃないんだ。落ち込んだあなたを、最初はただ元気づけたくて……。しかし、仕事モードのしっかりしたあなたからは想像もつかなかった危うさに、心配でたまらなくなり、……話をするうちに、あっという間に好きになってしまっていた。どちらを、というのではない。両面あわせて、久実という人が、とても愛しく感じられるようになっていたんだ」

「朔太郎さん……」

「……久実。あなたの計画性や実行力を見込んで、ひとつお願いがある」

「何ですか？」

「俺は、久実を、お嫁さんに欲しいんだ」

「はい？」

　自分にできることなら、と言いかけた私は、あまりの話の飛躍に目を丸めた。

「先走りすぎているのはわかっている。堅実なあなたにとっては、信じられないような突飛なお願いだというのも。まずは交際をして、信頼関係を築いてからになると思うけれど、住まいが遠距離ということもある、結婚も積極的に視野に入れて、計画的に色々な問題を解決していけないだろうか」

「問題って？」

「恋人として一緒にいる時間を作るために、久実だけに負担をかけるつもりはない。移動距離や互いの休日、仕事、その他の問題を解決するのに、努力は惜しまないが、結婚という方法が手っ取り早いのなら、一足飛びに検討に入れるのも悪くないと思う。あなたの職場が、在宅ワークという働き方を提案してくれるかもしれないし、こちらで信頼できる人を雇って俺が営業用の東京事務所を作る方法もある。週末婚という手もある。互いにとって一番いい方法を、前向きに探っていきたい」

「……あ、あんまり、急な話で」

「もちろん、久実のタイミングを尊重する。今日は、俺が本気だってことを、わかってくれればいい。俺はあなたとこれから先も一緒にいたいと思っている。出会ってすぐだが、自分の人を見る目には自信がある。久実はどうかな。……まるで可能性はない、だろうか。これ以上はないくらい、大切にするつもりだが」

　私はいつしか息を止めて、真摯なまなざしで見つめてくる朔太郎さんのことを見返していた。

　こんな、むちゃくちゃな。

　想定になかった、回り道の途中で偶然出会った運命。計画性はまだかけらもない──けれど、とても魅力的な。

　サプライズみたいな出来事も、人生には、起こりうる。

　私は、サイコロの出目を楽しむような、わくわくした高揚を感じつつ、笑顔を浮かべて、言った。

「一緒に、考えたいです。朔太郎さんと、幸せになれるようなプランを……」

　未来を契り、口づけを交わすふたりを、月だけが静かに見下ろしていた。

★おわり★
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